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戒
子
篇
五

　

先
の
終
制
篇
が
死
後
の
処
置
に
つ
い
て
の
遺
矚
で
あ
っ
た
の
に
對

し
て
、
戒
子
篇
は
日
常
の
行
動
に
関
し
て
子
ど
も
た
ち
を
戒
め
た
内

容
に
な
っ
て
い
る
。
過
去
の
著
名
人
の
こ
と
ば
か
ら
教
訓
と
す
る
に

足
る
も
の
を
集
め
て
お
り
、
著
者
自
ら
の
こ
と
ば
で
語
っ
た
内
容
に

は
乏
し
い
。
各
種
の
典
籍
か
ら
零
細
な
斷
章
を
綴
り
合
わ
せ
て
篇
を

成
し
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
構
成
に
か
な
り
無
理
が
目
に
つ
く
條
も

少
な
く
な
い
。
な
お
『
顔
氏
家
訓
』
に
も
敎
子
篇
が
あ
る
こ
と
に
留

意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

1　

東
方
生
戒
其
子
以
上
容
。「
首
陽
爲
拙
、
柱
下
爲
工
。
飽
食
安

歩
、
以
仕
易
農
。
依
隱
玩
世
、
詭
時
不
逢
」。
詳
其
爲
談
、
異
乎
今

之
世
也＊
。
方
今
堯
舜
在
上
、
千
載
一
朝
、
人
思
自
勉
、
吾
不
欲
使
汝

曹
爲
之
也
。

　

東
方
朔
は
わ
が
子
に
柔
軟
に
身
を
処
す
る
よ
う
戒
め
て
い
っ
た
。

「
伯
夷
・
叔
斉
は
世
渡
り
下
手
で
、
老
子
の
処
世
は
り
っ
ぱ
だ
。
た

ら
ふ
く
食
っ
て
気
ま
ま
に
生
き
、
農
作
は
や
め
て
官
に
仕
え
る
。
朝

廷
に
隠
れ
て
世
間
を
楽
し
み
、
時
世
と
食
い
違
っ
て
も
害
に
逢
わ
な

い
」。
そ
の
話
を
よ
く
考
え
て
み
る
と
、
現
在
の
世
の
中
と
は
合
わ

な
く
な
っ
て
い
る
。
た
だ
い
ま
は
堯
・
舜
の
ご
と
き
名
君
が
お
わ
し

て
、
千
年
に
一
度
と
も
い
え
る
時
代
で
あ
り
、
人
そ
れ
ぞ
れ
に
励
み

努
め
よ
う
と
し
て
い
て
、
お
ま
え
た
ち
に
東
方
朔
の
よ
う
な
生
き
方

は
し
て
ほ
し
く
な
い
。

〔
校
　
勘
〕

「
也
」：
抄
本
も
と
こ
の
字
無
し
。
謝
校
補
。

〔
注
〕

①　

東
方
生
戒
其
子
以
容
云
云　

東
方
生
は
、
東
方
朔
。
平
原
厭
次
（
山
東

省
）
の
人
。
生
卒
年
未
詳
。
字
は
曼
倩
。
滑
稽
を
以
て
漢
の
武
帝
に
仕
え

た
文
人
。『
漢
書
』
六
五
に
傳
が
あ
る
。『
史
記
』
一
二
六
滑
稽
列
伝
中
の
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傳
は
、
褚
少
孫
の
補
筆
。『
漢
書
』
東
方
朔
伝
の
賛
に
、「
劉
向
言
少
時
數

問
長
老
賢
人
通
於
事
及
朔
時
者
、
皆
曰
、『
朔
口
諧
倡
辯
、
不
能
持
論
。

喜
為
庸
人
誦
説
。
故
令
後
世
多
傳
聞
者
。
而
楊
雄
亦
以
爲
朔
言
不
純
師
、

行
不
純
德
、
其
流
風
遺
書
蔑
如
也
』。
然
朔
名
過
實
者
、
以
其
詼
達
多
端
、

不
名
一
行
、
應
諧
似
優
、
不
窮
似
智
、
正
諫
似
直
、
穢
德
似
隱
。
非
夷
・

齊
、
而
是
柳
下
惠
。
戒
其
子
以
上
容

0

0

0

0

0

0

、『
首
陽
爲
拙

0

0

0

0

、
柱
下
爲
工

0

0

0

0

。
飽
食

0

0

安
歩

0

0

、
以
仕
易
農

0

0

0

0

。
依
隱
玩
世

0

0

0

0

、
詭
時
不
逢

0

0

0

0

』。
其
滑
稽
之
雄
乎
」。「
上

容
」
は
、「
容
を
上と
う
と

ぶ
」
と
訓
ず
る
。「
上
」
は
「
尚
」
と
同
義
。
応
劭

注
に
、「
容
身
避
害
也
」。
首
句
か
ら
「
詭
時
不
逢
」
ま
で
、「
容
」「
工
」

「
農
」「
逢
」
と
押
韻
す
る
。

　

知
不
足
齋
叢
書
本
校
語
に
い
う
。「
按
『
太
平
御
覽
』
載
朔
集
戒
子
曰
、

「
明
者
處
世
、
莫
尚
於
中
庸
」。『
太
平
御
覧
』
四
五
九
人
事
部
鍳
戒
下
に

引
く
『
東
方
朔
集
』
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。「
朔
將
仙
、
戒
其
子
曰
、

『
明
者
処
世
、
莫
尚
於
中
庸
。
優
哉
游
哉
、
與
道
相
從
。
首
陽
爲
拙
、
柱

下
爲
工
。
飽
食
安
歩
、
以
仕
代
農
。
依
隱
玩
世
、
詭
時
不
逢
』。」
内
容
は
、

大
筋
で
は
『
漢
書
』
と
同
じ
だ
が
、
細
部
に
異
同
が
あ
る
。
こ
れ
に
従
え

ば
、「
庸
」
も
韻
字
。

　

ま
た
『
芸
文
類
聚
』
二
三
人
部
七
鑒
誡
に
も
、
東
方
朔
「
誡
子
」
と
し

て
、
次
の
一
文
を
引
く
。「
明
者
処
世
、
莫
尚
於
中
。
優
哉
游
哉
、
與
道

相
從
。
首
陽
爲
拙
、
柳
惠
爲
工
。
飽
食
安
歩
、
以
仕
代
農
。
依
隱
玩
世
、

詭
時
不
逢
。
是
故
才
盡
者
身
危
、
好
名
者
得
華
、
有
群
者
累
生
、
孤
貴
者

失
和
、
遺
余
者
不
匱
、
自
盡
者
無
多
。
聖
人
之
道
、
一
龍
一
虵
、
形
見
神

藏
、
與
物
変
化
、
随
時
之
宜
、
無
有
常
家
」。

②　

首
陽
爲
拙　
『
漢
書
』
顔
師
古
注
に
、「
応
劭
曰
、『
伯
夷
・
叔
斉
不
食

周
粟
、
餓
死
首
陽
山
、
爲
拙
』」。

③　

柱
下
爲
工　
『
漢
書
』
顔
師
古
注
に
、「
応
劭
曰
、『
老
子
爲
柱
下
史
朝

隱
、
故
終
身
無
患
、
是
爲
工
也
』」。

④　

依
隱
玩
世
二
句　
『
漢
書
』
顔
師
古
注
に
、「
如
淳
曰
、『
依
違
朝
隱
、

樂
玩
其
身
於
一
世
也
。
反
時
直
言
正
諫
、
則
與
富
貴
不
相
逢
矣
』。
臣
瓉

曰
、『
行
與
時
詭
而
不
逢
禍
害
也
』。
師
古
曰
、『
瓉
説
是
也
。
詭
、
違

也
』」。

⑤　

吾
不
欲
使
汝
曹
爲
之
也
。
知
不
足
齋
叢
書
本
校
語
に
、「
按
此
段
似
小

序
」。

2　

后
稷
廟
堂
「
金
人
銘
」
曰
、「
戒
之
哉
。
無
多
言
、
多
言
多
敗
。

無
多
事
、
多
事
多
患
。
勿
謂
何
傷
、
其
禍
將
長
。
勿
謂
何
害
、
其
禍

將
大
」。
崔
子
玉
「
座
右
銘
」
曰
、「
無
道
人
之
短
、
無
説
己
之
長
。

施
人
愼
勿
念
、
受
恩
愼
勿
忘
」。
凡
此
兩
銘
、
竝
可
習
誦
。

　

后
稷
廟
堂
の
「
金
人
の
銘
」
に
は
い
っ
て
い
る
。「
戒
め
よ
。
多

弁
は
禁
物
、
弁
多
け
れ
ば
失
敗
す
る
。
や
り
過
ぎ
は
禁
物
、
や
り
過

ぎ
れ
ば
後
悔
す
る
。
何
を
損
な
う
か
な
ど
と
い
う
な
か
れ
、
そ
の
わ

ざ
わ
い
は
長
く
続
く
。
何
の
害
が
生
ず
る
か
な
ど
と
い
う
な
か
れ
、

①
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そ
の
わ
ざ
わ
い
は
大
き
く
広
が
る
」。
崔
瑗
（
子
玉
）
の
「
座
右

銘
」
に
は
い
っ
て
い
る
。「
人
の
短
所
を
あ
げ
つ
ら
う
な
、
自
分
の

長
所
を
自
慢
す
る
な
。
人
に
施
し
た
恩
は
忘
れ
よ
、
人
か
ら
受
け
た

恩
は
忘
れ
る
な
」。
こ
れ
ら
二
つ
の
銘
は
、
い
ず
れ
も
諳
ん
じ
て
お

く
が
よ
い
。

〔
注
〕

①　

后
稷
廟
堂
金
人
銘
曰
云
云　

后
稷
は
、
帝
嚳
高
辛
氏
の
子
。
興
王
篇
7

参
照
。『
説
苑
』
敬
慎
篇
に
、「
孔
子
之
周
、
観
於
太
廟
、
右
陛
之
前
、
有

金
人
焉
、
三
緘
其
口
、
而
銘
其
背
曰
、『
古
之
慎
言
人
也
。
戒
之
哉

0

0

0

、
戒0

之
哉

0

0

。
無
多
言

0

0

0

、
多
言
多
敗

0

0

0

0

。
無
多
事

0

0

0

、
多
事
多
患

0

0

0

0

。
安
楽
必
戒
、
無
行

所
悔
。
勿
謂
何
傷

0

0

0

0

、
其
禍
將
長

0

0

0

0

。
勿
謂
何
害

0

0

0

0

、
其
禍
將
大

0

0

0

0

。
勿
謂
何
殘
、

其
禍
將
然
。
勿
謂
莫
聞
、
天
妖
伺
人
。
熒
熒
不
滅
、
炎
炎
奈
何
。
涓
涓
不

壅
、
將
成
江
河
。
緜
緜
不
絶
、
將
成
網
羅
。
青
青
不
伐
、
將
尋
斧
柯
。
誠

不
能
慎
之
、
禍
之
根
也
。
口
是
何
傷
、
禍
之
門
也
』」。
傷
・
長
、
害
・
大

と
押
韻
す
る
。
こ
の
ほ
か
、『
孔
子
家
語
』
周
観
篇
に
も
、「
孔
子
観
周
、

遂
入
太
祖
后
稷
之
廟
、
廟
堂
右
階
之
前
有
金
人
焉
、
三
緘
其
口
、
而
銘
其

背
曰
」
と
し
て
、
同
内
容
の
文
が
あ
り
、『
太
平
御
覧
』
三
九
〇
人
事
部

言
語
に
引
く
『
孫
卿
子
』、
同
五
九
〇
文
部
銘
に
引
く
『
皇
覧
』
に
も
同

趣
旨
の
文
が
見
え
る
。

②　

勿
謂
何
傷
四
句　
『
大
戴
礼
記
』
武
王
踐
阼
篇
の
「
楹
之
銘
」
に
も
、

「
毋
曰
胡
殘
、
其
禍
將
然
。
毋
曰
胡
害
、
其
禍
將
大
。
毋
曰
胡
傷
、
其
禍

將
長
」
と
ほ
ぼ
同
様
の
句
が
あ
る
。

③　

崔
子
玉
座
右
銘
曰
云
云　

崔
子
玉
は
、
崔
瑗
（
七
七
〜
一
四
二
）。
字

は
子
玉
。
後
漢
の
人
。
琢
郡
安
平
（
河
北
省
）
の
出
身
。
官
は
済
北
相
に

至
っ
た
。『
後
漢
書
』
五
二
に
伝
が
あ
る
。「
座
右
銘
」
は
『
文
選
』
五
六

に
収
め
ら
れ
る
。

④　

無
道
人
之
短
四
句　
「
座
右
銘
」
の
冒
頭
部
分
。『
文
選
』
は
「
恩
」
を

「
施
」
に
作
る
。『
芸
文
類
聚
』
二
三
、『
太
平
御
覧
』
四
五
九
人
事
部
鍳

戒
下
、
同
四
七
七
人
事
部
施
恵
下
に
引
く
「
座
右
銘
」
も
同
じ
。「
長
」

「
忘
」
と
押
韻
す
る
。『
文
選
』
の
李
善
注
に
い
う
。「『
戦
国
策
』、
唐
雎

謂
信
陵
君
曰
、『
人
之
有
德
於
我
、
不
可
忘
也
。
吾
之
有
德
於
人
、
不
可

不
忘
也
』」。

3　

杜
恕
「
家
戒
」
曰
、「
張
子
臺
視
之
似
鄙
朴
人
、
然
其
心
中
、

不
知
天
地
閒
何
者
爲
美
、
何
者
爲
惡
、
敦
然
與
陰
陽
合
德
。
作
人
如

此
、
自
可
不
富
貴
、
禍
害
何
因
而
生
」。

　

杜
恕
の
「
家
戒
」
に
は
い
っ
て
い
る
。「
張
閣
（
子
臺
）
は
見
た

目
は
朴
訥
そ
う
だ
が
、
そ
の
心
中
で
、
こ
の
天
地
の
間
の
何
を
良
し

と
し
、
何
を
悪
し
と
し
て
い
る
の
や
ら
見
分
け
が
つ
き
か
ね
、
渾
然

①
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と
し
て
陰
陽
と
一
体
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
人
が
ら
で
あ
れ

ば
、
お
の
ず
と
富
貴
の
身
に
は
な
れ
な
い
ま
で
も
、
災
難
が
降
り
か

か
る
は
ず
も
な
い
」。

〔
注
〕

①　

杜
恕
家
戒
曰
云
云　

杜
恕
（
？
〜
一
七
五
）、
字
は
務
伯
、
京
兆
杜
陵

（
陝
西
省
）
の
人
。
官
は
幽
州
刺
史
に
至
っ
た
。『
三
国
志
』
魏
書
一
六

に
傳
が
あ
る
。『
三
国
志
』
魏
書
一
一
邴
原
伝
の
裵
松
之
注
に
、「
杜
恕
著

「
家
戒
」
称
（
張
）
閣
曰
」
と
し
て
、
以
下
の
引
用
が
あ
る
。「
張
子
臺

0

0

0

視
之
似
鄙
樸
人

0

0

0

0

0

0

、
然
其
心
中

0

0

0

0

、
不
知
天
地

0

0

0

0

間0

何
者
爲
美

0

0

0

0

、
何
者
爲
好

0

0

0

0

、
敦0

然
似
如
與
陰
陽
合
德
者

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
作
人
如
此

0

0

0

0

、
自
可
不
富
貴

0

0

0

0

0

、
然
而
患
禍
當
何
從

0

0

0

0

0

0

0

而
來

0

0

。
世
有
高
亮
如
子
臺
者
、
皆
多
力
慕
體
之
不
如
也
」。「
子
臺
」
は
、

張
閣
の
字
。
張
閣
は
永
寧
（
郭
太
后
）
の
太
僕
で
、
東
郡
の
人
。
邴
原
伝

に
、「
以
簡
質
聞
」
と
あ
る
。

②　

敦
然　
『
老
子
』
第
十
五
章
に
、「
古
之
善
爲
士
者
、
微
妙
玄
通
、
深
不

可
識
。
夫
唯
不
可
識
、
故
強
爲
之
容
。
豫
兮
若
冬
渉
川
、
猶
兮
若
畏
四
隣
、

儼
兮
其
若
客
、
渙
兮
若
冰
之
將
釋
、
敦0

兮
其
若
樸
、
曠
兮
其
若
谷
、
混
兮

其
若
濁
。
孰
能
濁
以
止
、
静
之
徐
清
、
孰
能
安
以
久
、
動
之
徐
生
。
保
此

道
者
、
不
欲
盈
。
夫
唯
不
盈
、
故
能
敝
不
新
成
」。

③　

與
陰
陽
合
德　
『
易
』
乾
卦
の
文
言
に
、「
夫
大
人
者
、
與
天
地
合0

其
德0

、

與
日
月
合
其
明
、
與
四
時
合
其
序
、
與
鬼
神
合
其
吉
凶
」。
ま
た
繋
辞
伝

下
に
、「
乾
、
陽
物
也
。
坤
、
陰
物
也
。
陰
陽
合
德

0

0

0

0

、
而
剛
柔
有
體
、
以

體
天
地
之
撰
、
以
通
神
明
之
德
」。

4　

馬
文
淵
曰
、「
聞
人
之
過
失
、
如
聞
親
之
名
。
親
之
名
可
聞
、

而
口
不
可
得
言
也
。
好
論
人
長
短
、
忘
其
善
惡
者
、
寧
死
不
願
聞
也
。

龍
伯
高
敦
厚
周
愼
、
謙
約
節
儉
、
吾
愛
之
重
之
、
願
汝
曹
效
之
。
杜

季
良
憂
人
之
憂
、
樂
人
之
樂
。
有＊
喪
致
客
、
數
郡
畢
至
、
吾
愛
之
重

之
、
不
願
汝
曹
效
之
。
效
伯
高
不
得
、
猶
爲
謹
敕
之
士
、
所
謂
刻
鵠

不
成
、
尚
類
鶩
者
也
。
效
季
良
不
得
、
所
謂
畫
虎
不
成
、
反
類
狗
者

也
」。
裴
松
之
以
爲
「
援
此
戒
、
可
謂
切
至
之
言
、
不
刊
之
訓
。
若

乃
行
事
、
得
失
已
暴
於
世
、
因
其
善
惡
、
卽
以
爲
戒
」
云
。
然
戒
龍

伯
高
之
美
言
、
杜
季
良
之
惡
行
、
吾
謂
託＊
古
人
以
見
意
、
斯
爲
善
也
。

　

馬
援
（
文
淵
）
は
い
っ
て
い
る
。「
人
の
過
ち
を
聞
い
た
ら
、
親

の
名
を
聞
い
た
よ
う
な
も
の
だ
と
思
え
。
親
の
名
は
耳
に
聞
こ
え
て

も
、
口
に
出
す
べ
き
で
は
な
い
か
ら
だ
。
好
ん
で
人
の
長
所
短
所
を

あ
げ
つ
ら
い
、
そ
の
善
悪
を
忘
れ
る
よ
う
で
は
、
む
し
ろ
死
ん
で
も

そ
う
し
た
評
判
は
聞
き
た
く
な
い
も
の
だ
。
龍
述
（
伯
高
）
は
人
情

に
厚
く
て
慎
み
深
く
、
控
え
め
で
つ
つ
ま
し
い
性
格
で
、
私
は
そ
れ

①

②

③

④

⑤

⑥
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を
好
も
し
く
思
い
評
価
し
て
お
り
、
お
前
た
ち
に
手
本
と
仰
い
で
ほ

し
い
と
願
っ
て
い
る
。
杜
保
（
季
良
）
は
他
人
の
憂
い
を
わ
が
憂
い

と
し
、
他
人
の
楽
し
み
を
わ
が
楽
し
み
と
し
た
の
で
、
親
の
葬
儀
で

客
を
招
い
た
と
き
に
は
、
近
隣
の
數
郡
か
ら
み
な
人
が
集
ま
っ
た
。

私
は
そ
れ
を
好
ま
し
く
思
っ
て
評
価
し
て
い
る
が
、
お
前
た
ち
に
そ

の
ま
ね
を
し
て
ほ
し
く
は
な
い
。
龍
述
を
ま
ね
て
及
ば
な
く
て
も
、

謹
直
な
人
間
に
は
な
れ
る
。「
白
鳥
を
彫
っ
て
失
敗
し
て
も
、
ま
だ

家
鴨
に
は
似
て
い
る
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
な
も
の
だ
。
杜
保
を
ま
ね

て
失
敗
す
れ
ば
、「
虎
を
画
い
て
失
敗
す
れ
ば
、
犬
に
似
る
」
と
い

わ
れ
る
よ
う
な
こ
と
に
な
る
。
裵
松
之
は
「
こ
の
戒
め
は
、
至
当
の

言
、
不
磨
の
教
訓
と
い
う
べ
き
だ
。
行
為
に
つ
い
て
は
、
得
失
が
す

で
に
世
に
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
そ
の
善
悪
に
従
っ
て
、

戒
め
と
す
れ
ば
よ
い
」
と
い
っ
て
い
る
。
私
が
思
う
に
、
龍
述
が
良

し
と
褒
め
ら
れ
、
杜
保
が
悪
し
と
批
判
さ
れ
て
い
る
の
は
、
古
人
に

託
し
て
自
分
の
判
断
を
示
し
た
も
の
で
、
う
ま
い
方
法
で
あ
る
。

〔
校
　
勘
〕

「
有
」：
百
子
本
・
筆
記
小
説
大
観
本
→
「
父
」。「
託
」：
抄
本
→
「
托
」。

〔
注
〕

①　

馬
文
淵
曰
云
云　

馬
文
淵
（
前
一
四
〜
後
四
九
）
は
、
馬
援
。
後
漢
初

期
の
將
軍
で
、
文
淵
は
字
。
扶
風
茂
陵
（
陝
西
省
）
の
人
。
は
じ
め
隗
囂

に
つ
い
た
が
、
の
ち
劉
秀
（
光
武
帝
）
を
助
け
て
、
漢
の
再
興
に
貢
献
し
、

伏
波
将
軍
に
任
ぜ
ら
れ
た
。『
後
漢
書
』
二
四
に
傳
が
あ
る
。
こ
の
馬
援

の
こ
と
ば
も
本
傳
に
見
え
る
も
の
。「
初
兄
子
嚴
・
敦
、
並
喜
譏
議
、
而

通
輕
俠
客
。
援
前
在
交
阯
、
還
書
誡
之
曰
、『
吾
欲
汝
曹
聞
人
過
失

0

0

0

0

、
如0

聞0

父
母
之
名

0

0

、
耳
可0

得
聞0

、
口
不
可
得
言
也

0

0

0

0

0

0

。
好
論

0

0

議
人
長
短

0

0

0

、
妄
是
非

正
法
、
此
吾
所
大
惡
也
。
寧
死
不
願
聞

0

0

0

0

0

子
孫
有
此
行
也0

。
汝
曹
知
吾
惡
之

甚
矣
、
所
以
復
言
者
、
施
衿
結
褵
、
申
父
母
之
戒
、
欲
使
汝
曹
不
忘
之
耳
。

龍
伯
高
敦
厚
周
慎

0

0

0

0

0

0

0

、
口
無
擇
言
、
謙
約
節
倹

0

0

0

0

、
廉
公
有
威
、
吾
愛
之
重
之

0

0

0

0

0

、

願
汝
曹
効
之

0

0

0

0

0

。
杜
季
良

0

0

0

豪
侠
好
義
、
憂
人
之
憂

0

0

0

0

、
樂
人
之
樂

0

0

0

0

、
清
濁
無
所

失
。
父
喪
致
客

0

0

0

、
數
郡
畢
至

0

0

0

0

、
吾
愛
之
重
之

0

0

0

0

0

、
不
願
汝
曹
効

0

0

0

0

0

也
。
効
伯
高

0

0

0

不
得

0

0

、
猶
爲
謹
勑
之
士

0

0

0

0

0

0

、
所
謂
刻
鵠
不
成

0

0

0

0

0

0

、
尚
類
鶩
者
也

0

0

0

0

0

。
効
季
良
不
得

0

0

0

0

0

、

陥
爲
天
下
輕
薄
子
、
所
謂
畫
虎
不
成

0

0

0

0

0

0

、
反
類
狗
者
也

0

0

0

0

0

。
訖
今
季
良
尚
未
可

知
、
郡
將
下
車
輒
切
歯
、
州
郡
以
爲
言
、
吾
常
爲
寒
心
、
是
以
不
願
子
孫

効
也
』」。

②　

龍
伯
高　
『
後
漢
書
』
馬
援
傳
の
先
の
引
用
に
続
い
て
い
う
。「
伯
高
名

述
、
亦
京
兆
人
、
爲
山
都
長
、
由
此
擢
拝
零
陵
太
守
」。

③　

敦
厚
周
慎　
「
敦
厚
」
は
、『
礼
記
』
經
解
に
、「
温
柔
敦
厚

0

0

、
詩
敎
也
」。

疏
に
、「
温
柔
敦
厚
詩
敎
也
者
、
温
謂
顔
色
温
潤
、
柔
謂
情
勢
和
柔
。
詩

依
違
諷
諫
、
不
指
切
事
情
、
故
云
温
柔
敦
厚
是
詩
敎
也
」。「
周
愼
」
は
、

慎
重
に
身
を
処
す
る
こ
と
。『
文
選
』
二
三
、
魏
の
嵇
康
の
「
幽
憤
詩
」
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に
、「
萬
石
周
愼

0

0

、
安
親
保
栄
」。「
萬
石
」
は
、
漢
の
石
奮
、
慎
重
な
処

世
で
知
ら
れ
る
。『
漢
書
』
四
六
に
傳
が
あ
る
。

④　

謙
約
節
倹　
「
謙
約
」
は
、『
宋
書
』
一
八
禮
志
五
に
、
宋
の
建
安
王
劉

休
仁
の
参
議
を
引
い
て
、「
且
『
春
秋
』
之
義
、
降
下
以
両
、
臣
子
之
義
、

宜
從
謙
約

0

0

。
謂
東
宮
車
服
、
宜
降
天
子
二
等
、
驂
駕
四
馬
、
乘
象
輅
、
降

龍
碧
旂
九
葉
。
云
云
」。「
節
倹
」
は
、『
詩
』
召
南
「
羔
羊
」
の
序
に
、

「
召
南
之
國
、
化
文
王
之
政
、
在
位
皆
節
倹

0

0

正
直
、
德
如
羔
羊
也
」。

⑤　

杜
季
良　

や
は
り
『
後
漢
書
』
馬
援
傳
の
同
一
個
所
で
、
龍
述
に
先
ん

じ
て
次
の
よ
う
に
あ
る
。「
季
良
名
保
、
京
兆
人
、
時
爲
越
騎
司
馬
。
保

仇
人
上
書
、
訟
保
『
爲
行
浮
薄
、
亂
羣
惑
衆
、
伏
波
將
軍
萬
里
還
書
以
誡

兄
子
、
而
梁
松
・
竇
固
以
之
交
結
、
將
扇
其
輕
偽
、
敗
亂
諸
夏
』。
書
奏
、

帝
召
責
松
・
固
、
以
訟
書
及
援
誡
書
示
之
、
松
・
固
叩
頭
流
血
、
而
得
不

罪
。
詔
免
保
官
」。

⑥　

裵
松
之
以
爲
云
云　
『
三
国
志
』
魏
書
二
七
王
昶
傳
に
、
昶
が
馬
援
の

故
事
を
引
い
て
兄
の
子
等
を
誡
め
た
書
に
、「
昔
伏
波
將
軍
馬
援
戒
其
兄

子
言
、『
聞
人
之
惡
、
當
如
聞
父
母
之
名
、
耳
可
得
而
聞
、
口
不
可
得
而

言
也
』。
斯
戒
至
矣
。
云
云
」
と
い
っ
た
。
そ
の
裵
松
之
注
に
以
下
の
よ

う
に
い
う
。「
臣
松
之
以
爲
援0

之
此
誡

0

0

、
可
謂
切
至
之
言

0

0

0

0

0

0

、
不
刊
之
訓

0

0

0

0

也
。

凡
道
人
過
失
、
蓋
謂
居
室
之
愆
、
人
未
之
知
、
則
由
己
而
發
者
也
。
若
乃

0

0

行
事

0

0

、
得
失
已
暴
於
世

0

0

0

0

0

0

、
因
其
善
悪

0

0

0

0

、
卽
以
爲
誡

0

0

0

0

、
方
之
於
彼
、
則
有
愈

焉
。
然
援
誡
稱
龍
伯
高
之
美
、
言
杜
季
良
之
惡
、
致
使
事
徹
時
主
、
季
良

以
敗
。
言
之
傷
人
、
孰
大
於
此
。
與
其
所
誡
、
自
相
違
伐
」。

5　

王
文
舒
曰
、「
孝
敬
仁
義
、
百
行
之
首
、
而
立
身
之
本
也
。
孝

敬
則
宗
族
安
之
、
仁
義
則
郷
黨
重
之
。
行
成
於
内
、
名
著
於
外
者
矣
。

未
有
干
名
要
利
、
欲
而
不
厭
、
而
能
保
於
世
、
永
全
福
禄
者
也
。
欲

使
汝
曹
立
身
行
己
、
遵
儒
者
之
教
、
履
道
家
之
言
。
故
以
玄
黙
沖
虚

爲
名
、
欲
使
顧
名
思
義
、
不
敢
違
越
也
。
古
者
鎜
盂
有
銘
、
几
杖
有

戒
、
俯
仰
察
焉
。
夫
物
速
成
而
疾
亡
、
晩
就
而
善
終
。
朝
華
之
草
、

戒＊
旦
零
落
、
松
柏
之
茂
、
隆
冬
不
衰
。
是
以
大
雅
君
子
惡
速
成
、
戒

闕
黨
也
。
夫
人
有
善
、
鮮
不
自
伐
、
有
能
寡
不
自
矜
。
伐
則
掩
人
、

矜
則
陵
人
。
掩
人
者
、
人
亦
掩
之
、
陵
人
者
、
人
亦
陵＊
之
也
」。

　

王
昶
（
文
舒
）
は
い
っ
て
い
る
。「
孝
・
敬
・
仁
・
義
は
、
あ
ら

ゆ
る
行
為
の
中
で
最
も
重
要
で
あ
り
、
身
を
立
て
る
基
本
で
あ
る
。

孝
・
敬
で
あ
れ
ば
宗
族
は
安
心
し
、
仁
・
義
で
あ
れ
ば
郷
党
に
重
ん

ぜ
ら
れ
る
。
行
為
が
内
部
で
完
成
す
れ
ば
、
名
声
は
外
部
に
顕
著
に

な
る
。
名
利
を
追
求
し
、
欲
望
の
限
り
を
尽
く
し
な
が
ら
、
世
間
的

な
地
位
を
保
ち
、
永
く
幸
せ
を
全
う
で
き
た
人
は
い
な
い
。
私
は
お

前
た
ち
が
身
を
立
て
己
を
行
な
う
に
当
た
っ
て
、
儒
家
の
教
え
に
遵

い
、
道
家
の
言
を
実
践
す
る
よ
う
に
さ
せ
た
い
。
だ
か
ら
「
玄
黙
沖

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭
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虛
」
を
取
っ
て
お
前
た
ち
に
名
づ
け
た
の
で
あ
り
、
お
前
た
ち
に
そ

の
趣
旨
を
よ
く
わ
き
ま
え
て
、
そ
れ
に
違
わ
ぬ
よ
う
に
し
て
も
ら
い

た
い
。
い
に
し
え
に
は
盤
盂
（
皿
や
鉢
）
に
銘
を
刻
み
、
几
杖
（
机

や
杖
）
に
戒
め
を
彫
り
つ
け
て
、
日
常
常
に
考
え
さ
せ
る
よ
う
に
し

て
い
た
も
の
だ
。
お
よ
そ
も
の
ご
と
は
速
く
成
れ
ば
じ
き
に
失
わ
れ
、

時
間
を
か
け
れ
ば
よ
い
結
果
に
な
る
。
朝
花
開
く
草
は
、
あ
し
た
の

う
ち
に
し
お
れ
て
し
ま
う
が
、
松
柏
の
繁
る
緑
は
、
真
冬
で
も
衰
え

る
こ
と
が
な
い
。
だ
か
ら
見
識
あ
る
君
子
は
も
の
ご
と
が
速
く
成
る

こ
と
を
嫌
い
、（『
論
語
』
に
あ
る
よ
う
に
）
闕
黨
の
童
子
の
速
成
を

戒
め
た
の
で
あ
る
。
い
っ
た
い
人
は
長
所
が
あ
れ
ば
、
自
慢
し
た
く

な
る
も
の
で
、
能
力
が
あ
り
な
が
ら
誇
ら
ぬ
人
は
め
っ
た
に
い
な
い
。

自
慢
す
れ
ば
人
を
押
さ
え
つ
け
る
こ
と
に
な
り
、
自
ら
を
誇
れ
ば
人

に
勝
ろ
う
と
す
る
。
人
を
押
さ
え
つ
け
れ
ば
、
人
も
ま
た
押
さ
え
つ

け
よ
う
と
す
る
し
、
人
に
勝
ろ
う
と
す
れ
ば
、
人
も
ま
た
自
分
に
勝

ろ
う
と
す
る
も
の
だ
」。

〔
校
　
勘
〕

＊
「
玄
黙
」：
諸
本
と
も
清
朝
の
諱
を
避
け
て
「
元
」
に
作
る
が
、
①
に
引

く
『
三
国
志
』
王
昶
傳
に
よ
り
改
め
る
。
＊
戒
旦
：
抄
本
→
届
旦
。
＊
陵
：

抄
本
→
凌
。

〔
注
〕

①　

王
文
舒
曰
云
云　

王
文
舒
（
？
〜
二
五
九
）
は
、
王
昶
。
太
原
晋
陽

（
山
西
省
）
の
人
。
文
舒
は
字
。
三
国
魏
の
文
帝
・
明
帝
に
仕
え
て
、
官

位
は
驃
騎
将
軍
に
至
り
、
司
空
に
遷
っ
た
。
呉
の
討
伐
に
功
績
を
挙
げ
、

毌
丘
倹
・
文
欽
の
叛
乱
鎮
圧
に
も
貢
献
し
た
。『
三
国
志
』
魏
書
二
七
に

傳
が
あ
る
。
王
昶
の
言
文
は
、
本
傳
に
引
か
れ
る
兄
の
子
等
へ
の
戒
め
の

書
に
も
と
づ
く
。「
其
爲
兄
子
及
子
作
名
字
、
皆
依
謙
實
、
以
見
其
意
。

故
兄
子
黙
字
処
静
、
沈
字
処
道
、
其
子
渾
字
玄
沖
、
深
字
道
沖
。
遂
書
戒

之
曰
、『
夫
人
爲
子
之
道
、
莫
大
於
寶
身
全
行
、
以
顯
父
母
。
此
三
者
人

知
其
善
、
而
或
危
身
破
家
、
陥
于
滅
亡
之
禍
者
、
何
也
。
由
所
祖
習
非
其

道
也
。
夫
孝
敬
仁
義

0

0

0

0

、
百
行
之
首

0

0

0

0

、
行
之
而
立0

、
身
之
本
也

0

0

0

0

。
孝
敬
則
宗

0

0

0

0

族
安
之

0

0

0

、
仁
義
則
郷
党
重
之

0

0

0

0

0

0

0

、
此
行
成
於
内

0

0

0

0

、
名
著
于
外
者
矣

0

0

0

0

0

0

。
人
若
不

篤
於
至
行
、
而
背
本
逐
末
、
以
陥
浮
華
焉
、
以
成
朋
党
焉
。
浮
華
則
有
虚

偽
之
累
、
朋
党
則
有
彼
此
之
患
。
此
二
者
之
戒
、
昭
然
著
明
、
而
循
覆
車

滋
衆
、
逐
末
彌
甚
、
皆
由
惑
当
時
之
譽
、
昧
目
前
之
利
故
也
。
夫
富
貴
聲

名
、
人
情
所
樂
、
而
君
子
或
得
而
不
処
、
何
也
。
惡
不
由
其
道
耳
。
患
人

知
進
而
不
知
退
、
知
欲
而
不
知
足
、
故
有
困
辱
之
累
、
悔
吝
之
咎
。
語
曰
、

「
如
不
知
足
、
則
失
所
欲
」。
故
知
足
之
足
常
足
矣
。
覧
往
事
之
成
敗
、

察
将
来
之
吉
凶
、
未
有
干
名
要
利

0

0

0

0

0

0

、
欲
而
不
厭

0

0

0

0

、
而
能
保
世

0

0

0

0

持
家
、
永
全

0

0

福
禄
者
也

0

0

0

0

。
欲
使
汝
曹
立
身
行
己

0

0

0

0

0

0

0

0

、
遵
儒
者
之
敎

0

0

0

0

0

、
履
道
家
之
言

0

0

0

0

0

、
故
以

0

0
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玄
黙
沖
虛
爲
名

0

0

0

0

0

0

、
欲
使

0

0

汝
曹
顧
名
思
義

0

0

0

0

、
不
敢
違
越
也

0

0

0

0

0

。
古
者
盤
杅
有
銘

0

0

0

0

0

0

、

几
杖
有
誡

0

0

0

0

、
俯
仰
察
焉

0

0

0

0

、
用
無
過
行
。
況
在
己
名
、
可
不
戒
之
哉
。
夫
物

0

0

速
成

0

0

則
疾
亡

0

0

、
晩
就

0

0

則
善
終

0

0

。
朝
華
之
草

0

0

0

0

、
夕
而
零
落

0

0

、
松
柏
之
茂

0

0

0

0

、
隆0

寒
不
衰

0

0

。
是
以
大
雅
君
子
惡
速
成

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
戒
闕
黨
也

0

0

0

0

。
若
范
匄
對
秦
客
而
武
子

撃
之
折
其
委
笄
、
惡
其
掩
人
也
。
夫
人
有
善

0

0

0

0

、
鮮
不
自
伐

0

0

0

0

、
有
能

0

0

者
、
寡

不
自
矜

0

0

0

。
伐
則
掩
人

0

0

0

0

、
矜
則
陵
人

0

0

0

0

。
掩
人
者

0

0

0

、
人
亦
掩
之

0

0

0

0

、
陵
人
者

0

0

0

、
人0

亦0

陵
之0

。
故
三
郤
爲
戮
于
晋
、
王
叔
負
罪
於
周
、
不
惟
矜
善
自
伐
好
争
之

咎
乎
。
故
君
子
不
自
称
、
非
以
譲
人
、
惡
其
蓋
人
也
。
云
云
』」。
こ
の
あ

と
、
4
の
⑥
に
引
い
た
条
が
続
く
。

②　

孝
敬
仁
義　

孝
・
敬
・
仁
・
義
は
四
つ
の
徳
目
と
も
見
な
せ
る
が
、

「
孝
敬
」
と
「
仁
義
」
の
二
つ
に
大
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。『
詩
』
の

「
大
序
」
に
、「
先
王
以
是
経
夫
婦
、
成
孝
敬

0

0

、
厚
人
倫
、
美
教
化
、
移

風
俗
」。「
仁
義
」
は
、
儒
家
の
重
要
な
徳
目
。『
孟
子
』
に
は
「
仁
義

0

0

禮

智
」（
公
孫
丑
篇
上
、
告
子
篇
上
）、「
仁
義

0

0

忠
信
」（
告
子
篇
上
）
と
組
み

合
わ
さ
れ
、
人
の
踏
み
行
な
う
べ
き
道
と
さ
れ
る
。

③　

百
行　

も
ろ
も
ろ
の
行
な
い
。『
文
選
』
四
三
、
魏
の
嵇
康
「
與
山
巨

源
絶
交
書
」
に
、「
故
君
子
百
行

0

0

、
殊
途
而
同
致
、
循
性
而
動
、
各
附
所

安
」。

④　

立
身
之
本
也　
「
立
身
」
は
、『
孝
経
』
開
宗
明
義
章
に
、「
立
身

0

0

行
道
、

揚
名
於
後
世
、
以
顯
父
母
者
、
孝
之
終
也
」。
①
に
引
い
た
『
三
国
志
』

王
昶
傳
で
は
、「
行
之
而
立
、
身
之
本
也
」
と
あ
る
。

⑤　

儒
者
之
敎　

前
記
の
「
孝
敬
仁
義
」
を
指
す
。

⑥　

道
家
之
言　

下
記
の
「
玄
黙
沖
虛
」
を
指
す
。

⑦　

玄
黙
沖
虛　

道
家
の
重
ん
ず
る
徳
目
。「
玄
黙
」
と
「
沖
虛
」
に
大
別

さ
れ
る
。「
玄
黙
」
は
、
静
か
に
沈
黙
す
る
こ
と
。『
淮
南
子
』
主
術
訓
に
、

「
天
道
玄
黙

0

0

、
無
容
無
則
、
天
不
可
極
、
深
不
可
測
、
尚
與
人
化
、
知
不

能
得
」。『
老
子
』
第
一
章
「
玄0

之
又
玄0

、
衆
妙
之
門
」
の
王
弼
注
に
、

「
玄0

者
冥
也
、
黙0

然
無
有
也
」。『
漢
書
』
八
七
下
揚
雄
傳
に
、「
且
人
君

以
玄
黙

0

0

爲
神
、
澹
泊
爲
德
」。
ま
た
揚
雄
「
解
嘲
」
に
、「
知
玄0

知
黙0

、
守

道
之
極
」。「
沖
虛
」
は
、
何
も
な
く
空
虚
な
状
態
。『
老
子
』
第
四
章
に
、

「
道
、
冲0

而
用
之
或
不
盈
、
淵
兮
似
萬
物
之
宗
」。『
文
選
』
五
八
、
齊
の

王
倹
「
褚
淵
碑
文
」
に
、「
亮
采
王
室
、
毎
懷
冲
虛

0

0

之
道
」。
李
善
注
に

「『
老
子
』
曰
、『
大
滿
若
冲0

』。『
字
林
』
曰
、『
冲0

、
猶
虛0

也
』」。

⑧　

古
者
鎜
盂
有
銘
二
句　
『
後
漢
書
』
五
二
崔
駰
傳
に
、「
遠
察
近
覧
、
俯

仰
有
則
、
銘
諸
几
杖
、
刻
諸
盤
杅
」。
李
賢
注
に
、「『
太
公
金
匱
』
曰
、

『
武
王
曰
、「
吾
欲
造
起
居
之
誡
、
隨
之
以
身
」。
几
之
書
曰
、「
安
無
忘

危
、
存
無
忘
亡
、
孰
惟
二
者
、
必
後
無
凶
」。
杖
之
書
曰
、「
輔
人
無
苟
、

扶
人
無
咎
」。『
墨
子
』
曰
、「
堯
・
舜
・
禹
・
湯
書
其
事
於
竹
帛
、
瑑
之

盤
盂
」。』
杅
亦
盂
也
」。『
墨
子
』
の
引
用
句
は
、
非
命
篇
下
に
、「
先
聖

王
之
患
之
也
、
固
在
前
矣
。
是
以
書
之
竹
帛
、
鏤
之
金
石
、
琢
之
盤
盂
、

傳
遺
後
世
子
孫
」。
他
に
兼
愛
篇
下
等
に
も
同
趣
旨
の
文
が
あ
る
。

⑨　

夫
物
速
成
而
疾
亡　
『
後
漢
書
』
三
三
朱
浮
傳
に
、「
夫
物
暴
長
者
必
夭

折
、
功
卒
成
者
必
亟
壊
、
如
摧
長
久
之
業
、
而
造
速
成

0

0

之
功
、
非
陛
下
之

福
也
」。「
速
成
」
は
、『
論
語
』
憲
問
篇
に
、「
闕
黨
童
子
將
命
。
或
問
之

曰
、『
益
者
與
』。
子
曰
、『
吾
見
其
居
於
位
也
。
見
其
與
先
生
並
行
也
。

非
求
益
者
也
。
欲
速
成

0

0

者
也
』」。
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金
樓
子
訳
注
（
七
）（
興
膳
）

⑩　

朝
華
之
草
二
句　
「
朝
華
」
は
、『
文
選
』
一
七
、
陸
機
「
文
賦
」
に
、

「
謝
朝
華

0

0

於
已
披
、
啓
夕
秀
於
未
振
」。
同
二
五
、
陸
雲
「
爲
顧
彦
先
贈

婦
」
二
首
其
二
に
、「
容
色
貴
及
時
、
朝
華

0

0

忌
日
晏
」。
李
善
注
に
、「『
説

文
』
曰
、
木
槿
、
朝
華

0

0

暮
落
」。「
戒
旦
」
は
、
早
朝
。『
文
選
』
四
三
、

趙
景
眞
「
與
嵇
茂
齊
書
」
に
、「
鳴
雞
戒
旦

0

0

、
則
飄
爾
晨
征
」。
李
善
注
に

陳
琳
「
武
軍
賦
」
を
引
い
て
、「
啓
明
戒
旦

0

0

、
長
庚
告
昏
」。『
抱
朴
子
』

外
篇
廣
譬
篇
に
、「
大
鵬
無
戒
旦

0

0

之
用
、
巨
象
無
馳
逐
之
才
」。

⑪　

松
柏
之
茂
二
句　
『
論
語
』
子
罕
篇
に
、「
子
曰
、
歳
寒
、
然
後
知
松
柏

0

0

之
後
彫
也
」。

⑫　

闕
黨　

注
⑨
に
引
い
た
『
論
語
』
憲
問
篇
に
、「
闕
黨
童
子
將
命
、
云

云
」
と
あ
る
。
そ
の
疏
に
、「
闕
黨
、
黨
名
」。

⑬　

夫
人
有
善
三
句　
『
老
子
』
第
二
十
二
章
に
、「
是
以
聖
人
抱
一
爲
天
下

式
。
不
自
見
、
故
明
。
不
自
是
、
故
彰
。
不
自
是
、
故
彰
。
不
自
伐

0

0

0

、
故

有
功
。
不
自
矜
、
故
長
」。
河
上
公
注
に
、「
伐
、
取
也
。
聖
人
德
化
流
行
、

不
自
取
其
美
、
故
有
功
於
天
下
」。
ま
た
、「
矜
、
大
也
。
聖
人
不
自
貴
大
、

故
能
久
不
危
」。
同
章
に
、「
跂
者
不
立
、
跨
者
不
行
、
自
見
者
不
明
、
自

是
者
不
彰
。
自
伐

0

0

者
無
功
、
自
矜
者
不
長
」。『
荘
子
』
山
木
篇
に
、「
昔

吾
聞
之
大
成
之
人
曰
、『
自
伐

0

0

者
無
功
、
功
成
者
墮
、
名
成
者
虧
』。
孰
能

去
功
與
名
而
還
與
衆
人
」。

⑭　

伐
則
掩
人
二
句　
『
国
語
』
周
語
下
に
、「
夫
郤
氏
晋
之
寵
人
也
。
三
卿

而
五
大
夫
、
可
以
戒
懼
矣
。
高
位
寔
疾
僨
、
厚
味
寔
腊
毒
。
今
郤
伯
之
語

犯
、
叔
迂
、
季
伐
。
犯
則
陵
人

0

0

、
迂
則
誣
人
、
伐
則
掩
人

0

0

0

0

。
有
是
寵
也
、

而
益
之
以
三
怨
、
其
誰
能
忍
之
」。

6　

陶
淵
明
言
曰
、「
天
地
賦
命
、
有
生
必
終
、
自
古
聖
賢
、
誰
能

獨
免
。
但
恨
室
無
莱
婦
、
抱
茲
苦
心
、
良
獨
惘
惘
。
汝
輩
既
稚
小
、

雖
不
同
生
、
當
思
四
海
皆
爲
兄
弟
之
義
。
鮑
叔
・
敬
仲
、
分
財
無
猜
、

歸
生
・
伍
擧
、
班
荊
道
舊
。
遂
能
以
敗
爲
成
、
因
喪
立
功
。
他
人
尚

爾
、
況
共
父
之
人
哉
。
潁
川
韓
元
長＊
、
漢
末
名
士
、
身
處
卿
佐
、
八

十
而
終
、
兄
弟
同
居
、
至
於＊
没
歯
。
濟
北
氾
稚
春＊
、
晉
時
積
行
人
也
。

七
世
同
居
、
家
人
無
怨
色
。
詩
云
、『
高
山
仰
止
、
景
行
行
止
』、
汝

其
愼
哉
」。

　

陶
淵
明
は
い
っ
て
い
る
。「
天
地
は
命
を
与
え
て
、
生
に
は
必
ず

終
わ
り
が
あ
り
、
昔
か
ら
聖
人
賢
者
も
、
誰
も
そ
れ
を
免
れ
え
な
か

っ
た
。
た
だ
残
念
な
が
ら
我
が
家
に
は
老
萊
子
の
嫁
の
よ
う
な
賢
妻

が
い
な
い
の
で
、
こ
の
苦
し
い
気
持
ち
を
抱
き
つ
つ
、
ひ
と
り
沈
み

こ
ん
で
い
る
。
お
前
た
ち
は
幼
く
て
、
同
じ
母
の
子
で
は
な
い
が
、

こ
の
世
の
中
は
み
な
兄
弟
だ
と
（『
論
語
』
に
）
い
う
こ
と
の
意
味

を
考
え
る
べ
き
だ
。
鮑
叔
と
管
仲
（
敬
仲
）
は
、
も
う
け
を
分
け
あ

う
の
に
疑
心
を
持
た
な
か
っ
た
し
、
歸
生
と
伍
挙
は
、
雑
草
を
敷
物

に
し
て
旧
交
を
温
め
た
。
そ
う
や
っ
て
彼
ら
は
失
敗
を
成
功
に
変
え
、

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬



中
国
文
学
報　

第
八
十
七
册

─ 98 ─

喪
失
を
も
と
に
功
績
を
挙
げ
た
。
他
人
同
士
で
さ
え
そ
う
な
の
だ
か

ら
、
ま
し
て
同
じ
父
の
子
な
ら
当
然
の
こ
と
だ
。
潁
川
の
韓
融
（
元

長
）
は
、
漢
末
の
名
士
で
、
身
分
は
補
佐
役
だ
っ
た
が
、
八
十
ま
で

長
生
き
し
、
兄
弟
い
っ
し
ょ
に
暮
ら
し
て
、
そ
れ
が
死
ぬ
ま
で
続
い

た
。
濟
北
の
氾
毓
（
稚
春
）
は
、
晋
の
時
代
の
善
行
を
積
ん
だ
人
だ

っ
た
が
、
七
代
に
わ
た
る
家
族
が
同
居
し
て
、
家
人
に
い
や
な
顔
を

す
る
者
は
な
か
っ
た
。『
詩
』
に
、『
高
い
山
は
仰
ぎ
見
ら
れ
、
り
っ

ぱ
な
行
な
い
は
手
本
と
さ
れ
る
』
と
あ
る
が
、
お
前
た
ち
も
よ
く
心

が
け
る
が
よ
い
」。

〔
校
　
勘
〕

＊
韓
元
長
：
諸
本
と
も
「
陳
元
長
」
に
作
る
が
、『
後
漢
書
』
韓
韶
傳
及
び

『
陶
淵
明
集
』
に
よ
り
改
め
る
。
＊
於
：
四
庫
本
→
于
。
＊
氾
稚
春
：
諸
本

と
も
「
汎
稚
春
」
に
作
る
が
、『
後
漢
書
』
氾
毓
傳
及
び
『
陶
淵
明
集
』
に

よ
り
改
め
る
。

〔
注
〕

①　

陶
淵
明
言
曰
云
云　

陶
淵
明
（
三
六
五
〜
四
二
七
）、
字
は
元
亮
。
一

説
に
名
は
潜
で
、
淵
明
が
字
と
も
い
わ
れ
る
。
尋
陽
柴
桑
（
江
西
省
）
の

人
。
世
に
靖
節
先
生
と
号
し
た
。
彭
澤
県
の
令
を
辞
し
て
後
は
官
に
仕
え

ず
、
郷
里
の
農
村
で
生
を
終
え
た
。
後
世
、
六
朝
期
を
代
表
す
る
詩
人
と

し
て
仰
が
れ
た
。『
金
樓
子
』
の
著
者
で
あ
る
蕭
繹
の
兄
に
当
た
る
梁
の

昭
明
太
子
蕭
統
に
「
陶
淵
明
傳
」
が
あ
る
ほ
か
、『
晋
書
』
九
四
隠
逸
傳
、

『
宋
書
』
九
三
隠
逸
伝
、『
南
史
』
六
五
隠
逸
傳
上
に
も
傳
が
立
て
ら
れ

る
。
こ
の
条
の
原
拠
は
陶
淵
明
「
與
子
儼
等
疏
」。
た
だ
し
、
以
下
に
見

る
よ
う
に
、
か
な
り
省
略
が
あ
る
。

②　

天
地
賦
命
四
句　
『
陶
淵
明
集
』
で
は
、
こ
の
前
に
「
告
儼
・
俟
・

份
・
佚
・
佟
」
と
、
五
人
の
子
に
充
て
て
書
か
れ
た
こ
と
を
示
す
文
が
あ

る
。
ま
た
所
引
の
四
句
の
中
で
も
、
次
の
よ
う
な
異
同
が
あ
る
。「
天
地

賦
命
、
生
必
有
死
、
自
古
賢
聖
、
誰
能
獨
免
」。『
宋
書
』
隠
逸
傳
で
は
、

「
有
生
必
終
」
を
「
有
往
必
終
」
に
作
る
。

③　

但
恨
室
無
萊
婦
三
句　
『
陶
淵
明
集
』
に
よ
れ
ば
、
こ
の
前
に
大
幅
な

省
略
が
あ
り
、
そ
れ
を
含
め
て
次
の
よ
う
な
文
に
な
る
。「
子
夏
有
言
、

『
死
生
有
命
、
富
貴
在
天
』。
四
友
之
人
、
親
受
音
旨
。
發
斯
談
者
、
將

非
窮
達
不
可
妄
求
、
壽
夭
永
無
外
請
故
耶
。
吾
年
五
十
、
少
而
窮
苦
、
毎

以
家
弊
、
東
西
遊
走
。
性
剛
才
拙
、
與
物
多
忤
、
自
量
爲
己
、
必
貽
俗
患
。

僶
俛
辭
世
、
使
汝
等
幼
而
飢
寒
。
余
嘗
感
孺
仲
賢
妻
之
言
、
敗
絮
自
擁
、

何
慙
兒
子
。
此
旣
一
事
矣
。
但
恨

0

0

隣
靡
二
仲
、
室
無
萊
婦

0

0

0

0

。
抱
茲
苦
心

0

0

0

0

、

良
獨

0

0

内
愧
」。「
室
無
萊
婦
」
は
、
本
来
「
但
恨
隣
靡
二
仲
」
と
連
接
し
て

意
を
為
す
べ
き
句
。

　

「
萊
婦
」
は
、
春
秋
時
代
の
賢
者
老
萊
子
の
妻
。
老
萊
子
に
出
仕
を
思

い
止
ま
ら
せ
て
、
隠
遁
生
活
を
送
ら
せ
た
。
劉
向
『
列
女
傳
』
二
「
楚
老

萊
妻
」
に
い
う
。「
萊
子
逃
世
、
耕
於
蒙
山
之
陽
、
葭
牆
蓬
室
、
木
牀
蓍
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席
、
衣
縕
食
菽
、
墾
山
播
種
。
人
或
言
之
楚
王
曰
、『
老
萊
賢
士
也
』。
王

欲
聘
以
璧
帛
、
恐
不
來
。
楚
王
駕
至
老
萊
之
門
、
老
萊
方
織
畚
。
王
曰
、

『
寡
人
愚
陋
、
獨
守
宗
廟
。
願
先
生
幸
臨
之
』。
老
萊
子
曰
、『
僕
山
野
之

人
、
不
足
守
政
』。
王
復
曰
、『
守
國
之
孤
、
願
變
先
生
之
志
』。
老
萊
子

曰
、『
諾
』。
王
去
。
其
妻
戴
畚
萊
挾
薪
樵
而
來
、
曰
、『
何
車
迹
之
衆
也
』。

老
萊
子
曰
、『
楚
王
欲
使
吾
守
國
之
政
』。
妻
曰
、『
許
之
乎
』。
曰
、『
何
』。

妻
曰
、『
妾
聞
之
、
可
食
以
酒
肉
者
、
可
隨
以
鞭
捶
、
可
授
以
官
禄
者
、

可
隨
以
鈇
鉞
。
今
先
生
食
人
酒
肉
、
受
人
官
禄
、
為
人
所
制
也
。
能
免
於

患
乎
。
妾
不
能
爲
人
所
制
』。
投
其
畚
萊
而
去
。
老
萊
子
曰
、『
子
還
。
吾

爲
子
更
慮
』。
遂
行
不
顧
。
至
江
南
而
止
曰
、『
鳥
獸
之
鮮
毛
、
可
績
而
衣

之
。
据
其
遺
粒
、
足
以
食
也
』。
老
萊
子
乃
隨
其
妻
而
居
之
。
民
從
而
家

者
、
一
季
成
落
、
三
年
成
聚
。
君
子
謂
老
萊
妻
果
於
從
善
」。

　

「
惘
惘
」
は
、『
陶
淵
明
集
』
で
は
「
内
愧
」、『
宋
書
』『
南
史
』
本
傳

は
「
罔
罔
」
に
作
る
。
ぼ
ん
や
り
と
す
る
さ
ま
。『
文
選
』
三
張
衡
「
東

京
賦
」
に
「
罔
然
若
酲
」。
薛
総
注
に
、「
罔
然
、
猶
惘
惘

0

0

然
也
」。

④　

汝
輩
既
稚
小
云
云　
『
陶
淵
明
集
』
に
よ
れ
ば
、
前
段
か
ら
こ
の
句
に

至
る
ま
で
に
大
幅
な
省
略
が
あ
り
、
そ
れ
を
含
め
て
、
以
下
「
況
共
父
之

人
哉
」
ま
で
の
全
文
は
次
の
通
り
。「
少
學
琴
書
、
偶
愛
閒
静
。
開
巻
有

得
、
便
欣
然
忘
食
。
見
樹
木
交
䕃
、
時
鳥
變
聲
、
亦
復
歡
然
有
喜
。
常
言

五
六
月
中
、
北
窓
下
臥
、
遇
涼
風
暫
至
、
自
謂
是
羲
皇
上
人
。
意
淺
識
罕
、

謂
斯
言
可
保
。
日
月
遂
往
、
機
巧
好
疏
。
緬
求
在
昔
、
眇
然
如
何
。
病
患

以
來
、
漸
就
衰
損
。
親
舊
不
遺
、
毎
以
藥
石
見
救
、
自
恐
大
分
將
有
限
也
。

汝
輩
稚
小

0

0

0

0

家
貧
、
毎
役
柴
水
之
労
、
何
時
可
免
。
念
之
在
心
、
若
何
可
言
。

然
汝
等
雖
不
同
生

0

0

0

0

、
當
思
四
海
皆
兄
弟
之
義

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
鮑
叔

0

0

・
管
仲

0

0

、
分
財
無
猜

0

0

0

0

、

歸
生

0

0

・
伍
擧

0

0

、
班
荊
道
舊

0

0

0

0

。
遂
能
以
敗
爲
成

0

0

0

0

0

0

、
因
喪
立
功

0

0

0

0

。
他
人
尚
爾

0

0

0

0

、

況0

同
父
之
人
哉

0

0

0

0

。」

⑤　

雖
不
同
生　
「
同
生
」
は
、
同
じ
母
か
ら
生
ま
れ
た
子
。『
左
伝
』
襄
公

三
十
年
に
、「
罕
・
駟
・
豐
同
生

0

0

也
」。
杜
預
注
に
、「
三
家
本
同
母
兄
弟

也
」。

⑥　

當
思
四
海
皆
爲
兄
弟
之
義　
『
論
語
』
顔
淵
篇
に
、「
司
馬
牛
憂
曰
、

『
人
皆
有
兄
弟
、
我
獨
亡
』。
子
夏
曰
、『
商
聞
之
矣
、
死
生
有
命
、
富
貴

在
天
。
君
子
敬
而
無
失
、
與
人
恭
而
有
禮
、
四
海

0

0

之
中
、
皆
兄
弟

0

0

0

也
。
君

子
何
患
乎
無
兄
弟
也
』」。

⑦　

鮑
叔
・
敬
仲
二
句　
『
史
記
』
六
二
管
晏
列
伝
に
、「
管
仲
夷
吾
者
、
潁

上
人
也
。
少
時
常
與
鮑
叔
牙
游
、
鮑
叔
知
其
賢
。
管
仲
貧
困
、
常
欺
鮑
叔
、

鮑
叔
善
遇
之
、
不
以
爲
言
。（
中
略
）
管
仲
旣
用
、
任
政
於
齊
、
齊
桓
公

以
覇
、
九
合
諸
侯
、
一
匡
天
下
、
管
仲
之
謀
也
。
管
仲
曰
、『
吾
始
困
時
、

嘗
與
鮑
叔
賈
、
分
財

0

0

利
多
自
與
、
鮑
叔
不
以
我
爲
貪
、
知
我
貧
也
。
吾
嘗

爲
鮑
叔
謀
事
而
更
窮
困
、
鮑
叔
不
以
我
爲
愚
、
知
時
有
利
不
利
也
。
吾
嘗

三
仕
三
見
逐
於
君
、
鮑
叔
不
以
我
爲
不
肖
、
知
我
不
遭
時
也
。
吾
嘗
三
戦

三
走
、
鮑
叔
不
以
我
爲
怯
、
知
我
有
老
母
也
。
公
子
糾
敗
、
召
忽
死
之
、

吾
幽
囚
受
辱
、
鮑
叔
不
以
我
爲
無
恥
、
知
我
不
羞
小
節
而
恥
功
名
不
顯
于

天
下
也
。
生
我
者
父
母
、
知
我
者
鮑
子
也
』」。

⑧　

歸
生
・
伍
擧
二
句　
『
左
伝
』
襄
公
二
十
六
年
に
、「
初
楚
伍
参
與
楚
太

師
子
朝
友
、
其
子
伍
擧
與
聲
子
相
善
也
。
伍
擧
娶
於
王
子
牟
。
王
子
牟
爲

申
公
而
亡
、
楚
人
曰
、『
伍
擧
實
送
之
』。
伍
擧
奔
鄭
、
將
遂
奔
晋
。
聲
子
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將
如
晋
、
遇
之
於
鄭
郊
、
班
荊

0

0

相
與
食
、
而
言
復
故
」。
杜
預
注
に
、「
班
、

布
也
。
布
荊
坐
地
、
共
議
歸
楚
事
、
朋
友
世
親
」。

⑨　

遂
能
以
敗
爲
成
二
句　
「
以
敗
爲
成
」
は
、
管
仲
と
鮑
叔
に
つ
い
て
い

い
、「
因
喪
立
功
」
は
、
歸
生
と
伍
擧
に
つ
い
て
い
う
。『
左
伝
』
昭
公
元

年
に
よ
れ
ば
、
伍
擧
は
鄭
に
亡
命
し
た
の
ち
、
楚
に
帰
国
し
、
楚
の
公
子

圍
（
後
の
楚
の
靈
王
）
を
助
け
て
、
彼
が
王
位
に
即
く
の
に
貢
献
し
た
。

⑩　

潁
川
韓
元
長
云
云　
『
陶
淵
明
集
』
で
は
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。「
潁
川

韓
元
長
、
漢
末
名
士
、
身
處
卿
佐
、
八
十
而
終
。
兄
弟
同
居
、
至
於
没

齒
」。『
後
漢
書
』
六
二
韓
韶
傳
に
よ
れ
ば
、
韓
氏
は
潁
川
（
河
南
省
）
の

人
。「
子
融
、
字
元
長
。
少
能
辯
理
而
不
爲
章
句
學
。
聲
名
甚
盛
、
五
府

並
辟
。
献
帝
初
、
至
太
僕
。
年
七
十
卒
」。

⑪　

没
齒　
『
論
語
』
憲
問
篇
に
、
孔
子
は
管
仲
に
つ
い
て
尋
ね
ら
れ
た
と

き
、
答
え
て
い
っ
た
。「
人
也
、
奪
伯
氏
騈
邑
三
百
、
飯
疏
食
、
没
齒

0

0

無

怨
言
」。
邢
昺
疏
に
、「
没
齒

0

0

、
謂
終
没
齒
年
也
」。

⑫　

濟
北
氾
稚
春
云
云　
『
陶
淵
明
集
』
で
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。「
濟
北
氾

稚
春
、
晋
時
操
行
人
也
。
七
世
同
財
、
家
人
無
怨
色
」。『
晋
書
』
九
一
儒

林
列
伝
の
氾
毓
傳
に
い
う
。「
氾
毓
字
稚
春
、
濟
北
盧
人
也
。
奕
世
儒
素
、

敦
睦
九
族
。
客
居
青
州
、
逮
毓
七
世
、
時
人
號
其
家
『
兒
無
常
父
、
衣
無

常
主
』。
毓
少
履
高
操
、
安
貧
有
止
業
。
父
終
、
居
于
墓
所
三
十
餘
載
、

至
晦
朔
、
躬
掃
墳
壠
、
循
行
封
樹
、
還
家
則
不
出
門
庭
。
或
薦
之
武
帝
、

召
補
南
陽
王
文
學
・
秘
書
郎
・
太
傅
参
軍
、
並
不
就
」。

⑬　

詩
云
高
山
仰
止
云
云　

以
下
、
文
末
ま
で
、『
陶
淵
明
集
』
に
は
次
の

よ
う
に
あ
る
。「
詩
曰
、『
高
山
行
止
、
景
行
行
止
』。
雖
不
能
爾
、
至
心

尚
之
。
汝
其
愼
哉
、
吾
復
何
言
」。「
高
山
仰
止
」
二
句
は
、『
詩
』
小
雅

「
車
舝
」
の
句
。
毛
伝
に
、「
景
、
大
也
」。
鄭
箋
に
、「
景
、
明
也
。
諸

大
夫
以
爲
賢
女
旣
進
則
王
亦
庶
幾
。
古
人
有
高
徳
者
則
慕
仰
之
、
有
明
行

者
則
而
行
之
」。

7　

顔
延
年
云
、「
喜
怒
者
、
性
所
不
能
無
、
常
起
於
褊
量
、
而
止＊

於
弘＊
識
。
然
喜
過
則
不
重
、
怒
過
則
不
威
。
能
以
恬
漠
爲
體
、
寛
裕

爲
器
、
善
矣
。
大
喜
蕩
心
、
微
抑
則
定
、
甚
怒
傾
性
、
小
忍
則
歇
。

故
動
無
響
容
、
擧
無
失
度
、
則
爲
善
也
。

　

欲
求
子
孝
、
必
先
爲
慈
、
將
責
弟
悌
、
務
念
爲
友
。
雖
孝
不
待
慈
、

而
慈
固
植
孝
、
悌
非
期
友
、
而
友
亦
立
悌
。

　

夫
和
之
不
備
、
或
應
以
不
和
、
猶
信
不
足
焉
、
必
有
不
信
。
倘
知

恩
意
相
生
、
情
理
相
出
、
可
以
使
家
有
參
・
柴
、
人
皆
由
・
損
。

　

枚
叔
有
言
、『
欲
人
不
聞
、
莫
若
不
言
、
欲
人
不
知
、
莫
若
勿＊
爲
。

禦
寒＊
莫
如
重
裘
、
止
謗
莫＊
若
自
修
。『
論
語
』
云
、『
内
省
不
疚
、
夫

何
憂
何
懼
』。

　

顔
延
之
（
延
年
）
は
い
っ
て
い
る
。「
喜
怒
の
情
は
、
人
が
本
性

的
に
持
つ
も
の
で
あ
り
、
常
に
偏
狭
な
心
か
ら
生
じ
る
が
、
広
い
識

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

⑮

⑯

⑰
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見
に
よ
っ
て
抑
止
さ
れ
る
。
そ
し
て
喜
び
が
過
ぎ
る
と
重
々
し
さ
が

な
く
な
り
、
怒
り
が
過
ぎ
る
と
威
厳
が
な
く
な
る
。
恬
淡
さ
を
し
っ

か
り
身
に
つ
け
、
寛
容
さ
を
働
か
せ
る
よ
う
に
す
れ
ば
、
う
ま
く
ゆ

く
。
大
喜
び
し
て
心
が
揺
れ
て
も
、
少
し
抑
制
す
れ
ば
安
定
す
る
し
、

激
し
い
怒
り
が
本
性
を
か
き
乱
し
て
も
、
ち
ょ
っ
と
辛
抱
す
れ
ば
収

ま
る
。
か
く
て
ふ
る
ま
い
に
落
ち
度
が
な
く
、
挙
止
に
ほ
ど
良
さ
が

備
わ
っ
て
い
れ
ば
、
そ
れ
で
う
ま
く
ゆ
く
の
だ
。

　

子
ど
も
に
孝
行
し
て
ほ
し
け
れ
ば
、
ま
ず
親
が
慈
愛
深
く
あ
る
こ

と
、
弟
に
敬
愛
を
求
め
る
な
ら
、
兄
と
し
て
親
愛
を
示
す
こ
と
だ
。

慈
愛
あ
っ
て
こ
そ
の
孝
行
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
慈
愛
は
き
っ

と
孝
行
を
育
む
し
、
親
愛
あ
っ
て
こ
そ
の
敬
愛
と
い
う
わ
け
で
は
な

い
が
、
親
愛
が
あ
れ
ば
ま
た
敬
愛
も
生
ま
れ
る
。

　

い
っ
た
い
融
和
の
気
持
ち
が
な
け
れ
ば
、
相
手
も
不
和
の
態
度
で

応
対
し
て
く
る
も
の
で
、
誠
意
が
な
け
れ
ば
、
か
な
ら
ず
信
用
さ
れ

な
い
の
と
同
じ
だ
。
恩
愛
は
相
互
的
に
生
ま
れ
、
情
理
は
相
互
的
に

発
す
る
こ
と
を
心
得
て
お
け
ば
、
ど
の
家
に
も
曹
参
や
高
柴
が
お
り
、

誰
も
が
仲
由
（
子
路
）
や
閔
損
（
子
騫
）
に
な
れ
る
。

　

枚
乗
（
叔
）
の
こ
と
ば
に
、『
人
に
聞
か
れ
た
く
な
け
れ
ば
、
何

も
い
わ
ぬ
が
よ
い
し
、
人
に
知
ら
れ
た
く
な
け
れ
ば
、
何
も
し
な
い

が
よ
い
。
寒
さ
を
防
ぐ
に
は
皮
衣
を
重
ね
着
す
る
の
が
一
番
だ
し
、

誹
謗
を
止
め
さ
せ
る
に
は
自
分
の
身
を
慎
む
に
勝
る
も
の
は
な
い
』

と
あ
る
。『
論
語
』
に
は
、『
自
分
の
心
に
省
み
て
や
ま
し
い
こ
と
が

な
け
れ
ば
、
何
を
悩
み
恐
れ
る
こ
と
が
あ
ろ
う
か
』
と
あ
る
」。

〔
校
　
勘
〕

＊
止
：
抄
本
→
正
。
＊
弘
：
各
本
と
も
「
宏
」
に
作
る
の
は
、
清
高
宗
の
諱

を
避
け
た
も
の
か
。『
宋
書
』
顔
延
之
傳
及
び
『
太
平
御
覧
』
五
九
三
所
引

の
『
金
樓
子
』
に
よ
り
改
め
る
。
＊
勿
：
抄
本
→
弗
。
＊
寒
：
抄
本
→
冬
。

＊
莫
：
抄
本
→
若
。

〔
注
〕

①　

顔
淵
年
云　

顔
延
年
は
、
顔
延
之
（
三
八
四
〜
四
五
六
）。
延
年
は
字
。

琅
邪
臨
沂
（
山
東
省
）
の
人
。
謝
霊
運
と
併
称
さ
れ
る
宋
の
詩
人
。
官
は

金
紫
光
禄
大
夫
に
至
っ
た
。『
宋
書
』
七
三
、『
南
史
』
三
四
に
傳
が
あ
る
。

こ
の
一
条
は
、
顔
延
之
が
子
弟
を
訓
育
す
る
た
め
に
著
わ
し
た
『
庭
誥
』

の
一
部
。『
宋
書
』
本
傳
に
、「
閑
居
無
事
、
爲
『
庭
誥
』
之
文
。
今
册刪
其

繁
辭
、
存
其
正
、
著
于
篇
」
と
し
て
引
か
れ
る
。
た
だ
し
、『
宋
書
』
所

引
の
文
と
は
論
理
の
組
み
立
て
の
順
序
が
か
な
り
異
な
る
。『
太
平
御

覧
』
五
九
三
文
部
九
誡
に
引
く
『
庭
誥
』
は
、
本
文
と
同
じ
文
脈
。
以
下
、
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『
宋
書
』
と
対
比
し
て
段
落
を
区
切
る
。

②　

喜
怒
者
云
云　
『
宋
書
』
所
引
の
『
庭
誥
』
に
い
う
。「
喜
怒
者
、
有
性

所
不
能
無
、
常
起
於
褊
量
、
而
止
於
弘
識
。
然
喜
過
則
不
重
、
怒
過
則
不

威
、
能
以
恬
漠
爲
體
、
寛
愉
爲
器
、
則
爲
美
矣
。
大
喜
蕩
心
、
微
抑
則
定
、

甚
怒
煩
性
、
小
忍
卽
歇
。
故
動
無
愆
容
、
擧
無
失
度
、
則
物
將
自
懸
、
人

將
自
止
」。
中
華
書
局
本
校
語
に
い
う
。「
各
本
無
『
則
爲
美
矣
』
四
字
、

有
『
者
』
一
字
。
今
據
『
御
覧
』
五
九
三
引
訂
正
」。
ま
た
、「
各
本
並
脱

『
故
』
字
。
據
『
御
覧
』
五
九
三
引
補
」。
こ
の
一
段
は
、『
宋
書
』
で
は

下
の
「
欲
求
子
孝
云
云
」
及
び
「
夫
和
之
不
備
云
云
」
の
段
の
後
に
あ
る
。

③　

褊
量　
『
抱
朴
子
』
尚
博
篇
に
、「
若
夫
馳
驟
於
詩
論
之
中
、
周
旋
於
伝

記
之
閒
、
而
以
常
情
覧
巨
異
、
以
褊
量

0

0

測
無
涯
、
以
至
粗
求
至
精
、
以
甚

浅
揣
甚
深
、
雖
始
自
髫
齔
、
訖
于
振
素
、
猶
不
得
也
」。

④　

然
喜
過
則
不
重
二
句　
『
論
語
』
学
而
篇
に
、「
子
曰
、
君
子
不
重

0

0

則
不0

威0

、
學
則
不
固
」。

⑤　

以
恬
漠
爲
體　
「
文
選
」
一
三
賈
誼
「
鵩
鳥
賦
」
に
、「
真
人
恬
漠

0

0

兮
独

与
道
息
」。「
恬
漠
」
は
「
恬
淡
」
と
同
義
。「
恬
淡
」
は
、
道
家
思
想
の

キ
イ
ワ
ー
ド
の
一
つ
。『
老
子
』
第
三
十
一
章
に
、「
兵
者
、
不
祥
之
器
、

非
君
子
之
器
。
不
得
已
而
用
之
、
恬
淡

0

0

爲
上
」。『
荘
子
』
天
道
篇
に
、

「
夫
虛
静
恬
淡

0

0

寂
寞
無
為
者
、
天
地
之
平
、
而
道
徳
之
至
」。
同
刻
意
篇

に
、「
夫
恬
淡

0

0

寂
寞
、
虚
無
無
為
、
此
天
地
之
平
、
而
道
徳
之
質
也
」。

⑥　

寛
裕　
『
礼
記
』
内
則
に
、「
異
為
孺
子
室
於
宮
中
、
択
於
諸
母
与
可
者
、

必
求
其
寛
裕

0

0

慈
恵
、
温
良
恭
敬
、
慎
而
寡
言
者
、
使
為
子
師
」。

⑦　

蕩
心　
『
文
選
』
一
八
、
嵆
康
「
琴
賦
」
に
、「
誠
可
以
感
蕩
心

0

0

志
、
而

発
泄
幽
情
矣
」。

⑧　

欲
求
子
孝
云
云　

こ
の
一
段
は
、『
宋
書
』
で
は
以
下
の
「
夫
和
之
不

備
云
云
」
の
前
に
置
か
れ
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。「
曰
身
行
不
足
遺
之
後

人
。
欲
求
子
孝
、
必
先
慈
、
將
責
弟
悌
、
務
爲
友
。
雖
孝
不
待
慈
、
而
慈

固
植
孝
、
悌
非
期
友
、
而
友
亦
立
悌
」。

⑨　

將
責
弟
悌
二
句　
「
悌
」
は
年
少
者
が
年
長
者
に
払
う
敬
意
。「
悌
友
」

と
熟
し
て
、
兄
弟
の
仲
が
睦
ま
じ
い
こ
と
。『
論
語
』
為
政
篇
に
、「
書
云
、

『
孝
乎
惟
孝
、
友0

于
兄
弟
、
施
於
有
政
』。」

⑩　

夫
和
之
不
備
云
云　

こ
の
一
段
は
、『
宋
書
』
で
は
「
欲
求
子
孝
云

云
」
の
後
、「
喜
怒
者
云
云
」
の
前
に
置
か
れ
る
。「
夫
和
之
不
備
、
或
應

以
不
和
、
猶
信
不
足
焉
、
必
有
不
信
。
儻
知
恩
意
相
生
、
情
理
相
出
、
可

使
家
有
参
・
柴
、
人
皆
由
・
損
」。

⑪　

猶
信
不
足
焉
二
句　
『
老
子
』
第
十
七
章
に
、「
信
不
足
焉
、
有
不
信

焉
」。
第
二
十
三
章
に
も
同
じ
句
が
見
え
る
。
当
時
の
格
言
的
な
成
語
か
。

⑫　

可
以
使
家
有
參
・
柴　
「
參
」
は
曹
參
、「
柴
」
は
高
柴
で
、
い
ず
れ
も

孔
子
の
弟
子
で
あ
り
、
と
も
に
孝
行
の
德
を
以
て
称
さ
れ
る
。『
論
語
』

先
進
篇
に
、「
柴0

也
愚
、
參0

也
魯
、
師
也
辟
、
由
也
喭
」。
曹
參
は
『
史

記
』
仲
尼
弟
子
列
伝
に
よ
れ
ば
、
孔
子
よ
り
四
十
六
歳
の
年
少
で
、「
孔

子
以
爲
能
通
孝
道
」
と
あ
り
、『
孝
経
』
の
著
者
と
も
さ
れ
る
。
高
柴
は

『
孔
子
家
語
』
弟
子
解
篇
に
よ
れ
ば
、
孔
子
よ
り
四
十
歳
の
年
少
で
、

「
長
不
過
六
尺
、
状
貌
甚
惡
、
爲
人
篤
孝
而
有
法
正
」
と
あ
る
。

⑬　

人
皆
由
・
損　
「
由
」
は
仲
由
、
字
は
子
路
、「
損
」
は
閔
損
、
字
は
子

騫
で
、
や
は
り
孔
子
の
弟
子
。『
論
語
』
先
進
篇
で
は
孔
子
の
弟
子
た
ち
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金
樓
子
訳
注
（
七
）（
興
膳
）

を
徳
行
・
言
語
・
政
事
・
文
学
の
「
四
科
」
に
分
か
っ
て
評
価
す
る
中
で
、

仲
由
は
政
事
に
、
閔
損
は
徳
行
に
秀
で
る
と
さ
れ
る
。
や
は
り
先
進
篇
に
、

「
子
曰
、
孝
哉
閔
子
騫
。
人
不
間
於
其
父
母
昆
弟
之
言
」。『
史
記
』
孔
子

弟
子
列
伝
に
よ
れ
ば
、
仲
由
は
孔
子
よ
り
九
歳
の
年
少
、
閔
損
は
十
五
歳

の
年
少
。
な
お
『
梁
書
』
四
七
孝
行
傳
の
論
に
、「
高
柴

0

0

・
仲
由

0

0

伏
膺
聖

敎
、
曹
參

0

0

・
閔
損

0

0

虔
恭
孝
道
」
と
四
人
を
一
組
に
し
て
評
価
す
る
の
は
、

或
い
は
『
庭
誥
』
を
意
識
し
た
も
の
か
。

⑭　

枚
叔
有
言
云
云　

枚
叔
は
、
枚
乗
（
？
〜
前
一
四
〇
）。
叔
は
字
。
淮

陰
（
江
蘇
省
）
の
人
。
前
漢
文
帝
の
時
期
の
文
人
で
、
梁
孝
王
に
仕
え
、

漢
初
期
の
賦
家
と
し
て
知
ら
れ
る
。『
文
選
』
三
四
に
「
七
発
」
が
収
め

ら
れ
る
。
こ
の
一
段
は
『
宋
書
』
に
な
く
、『
太
平
御
覧
』
五
九
三
所
引

の
『
庭
誥
』
に
の
み
以
下
の
如
く
存
す
る
。「
枚
叔
有
言
、『
欲
人
勿
聞
、

莫
若
勿
爲
。
御
寒
莫
若
重
裘
、
止
謗
莫
若
自
脩
』。『
論
語
』
云
、『
内
省

不
疚
、
何
憂
何
懼
』」。

⑮　

欲
人
不
聞
四
句　
『
漢
書
』
五
一
枚
乗
傳
に
、
呉
王
濞
の
反
逆
を
諫
め

た
書
を
引
い
て
、「
欲
人
勿
聞
、
莫
若
勿
言
、
欲
人
勿
知
、
莫
若
勿
爲
」。

⑯　

禦
寒
莫
如
重
裘
二
句　

こ
の
二
句
は
『
漢
書
』
枚
乗
傳
に
は
な
く
、
魏

の
徐
幹
『
中
論
』
虛
道
篇
に
、「
故
語
稱
『
救
寒
莫
如
重
裘

0

0

0

0

0

0

、
止
謗
莫
如

0

0

0

0

修
身

0

0

、
療
暑
莫
如
親
氷
』。
信
矣
哉
」。
ま
た
『
三
国
志
』
魏
書
二
七
王
昶

傳
に
、「
昔
伏
波
將
軍
馬
援
戒
其
兄
子
曰
」
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
一
節

が
あ
る
。「
且
聞
人
毀
己
而
忿
者
、
惡
醜
聲
之
加
人
也
、
人
報
者
滋
甚
、

不
如
黙
而
自
脩
己
也
。
諺
曰
、『
救
寒
莫
如
重
裘

0

0

0

0

0

0

、
止
謗
莫
如
自
脩

0

0

0

0

0

0

』。
斯

言
信
矣
」。
許
逸
民
校
箋
は
こ
の
個
所
に
は
錯
簡
が
あ
る
か
と
疑
う
が
、

二
句
を
枚
乗
の
時
代
に
も
す
で
に
存
し
た
古
諺
と
見
な
せ
ば
、
あ
な
が
ち

矛
盾
と
も
い
い
か
ね
る
。

⑰　
『
論
語
』
云
云
云　
『
論
語
』
顔
淵
篇
に
、「
司
馬
牛
問
君
子
。
子
曰
、

『
君
子
不
憂
不
懼
』。
曰
、『
不
憂
不
懼
、
斯
謂
君
子
已
乎
』。
子
曰
、『
内

省
不
疚
、
何
憂
何
懼
』」。
何
晏
集
解
に
、「
包
曰
、
疚
、
病
也
。
自
省
無

罪
惡
、
無
可
憂
懼
」。

8　

單
襄
公
曰
、「
君
子
不
自
稱
也
、
必
以
譲
也
。
惡
其
蓋
人
也
」。

吾
弱
年
重
之
。
中
朝
名
士
、
抑
揚
於
詩
酒
之
際
、
吟
詠＊
於
嘯
傲
之
閒
、

自
得
如
山
、
忽
人
如
草
、
好
爲
辭
費
、
頗
事
抑
揚
。
末
甚
悔
之
、
以

爲
深
戒
。

　

單
襄
公
は
い
っ
て
い
る
。「
君
子
は
自
慢
し
な
い
、
必
ず
へ
り
く

だ
る
も
の
だ
。
そ
れ
は
他
人
を
押
さ
え
つ
け
る
の
を
嫌
う
か
ら
だ
」。

私
は
若
い
こ
ろ
か
ら
そ
れ
を
大
切
に
思
っ
て
き
た
。
晋
朝
南
渡
以
後

の
名
士
た
ち
は
、
酒
宴
で
詩
を
応
酬
し
た
り
、
胸
の
う
ち
を
気
ま
ま

に
吟
詠
す
る
場
で
は
、
自
ら
を
山
の
如
き
存
在
と
見
な
し
、
他
人
を

草
の
よ
う
に
軽
ん
じ
て
、
い
ろ
い
ろ
と
こ
と
ば
を
並
べ
た
て
、
勝
手

な
気
炎
を
上
げ
て
い
た
。
彼
ら
も
の
ち
に
は
そ
れ
を
後
悔
し
て
、
深

①

②

③

④

⑤

⑥
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い
戒
め
と
し
た
も
の
だ
っ
た
。

〔
校
　
勘
〕

＊
吟
詠
：
抄
本
→
咏
吟
。
四
庫
本
→
吟
咏
。

〔
注
〕

①　

單
襄
公
曰
云
云　

單
襄
公
は
、
春
秋
時
代
の
周
の
卿
士
で
、
名
は
朝
。

單
に
食
邑
を
與
え
ら
れ
た
。『
国
語
』
周
語
中
に
、「
襄
公
曰
、『
人
有
言

曰
、
兵
在
其
頸
』。
其
郤
至
之
謂
乎
。
君
子
不
自
稱
也

0

0

0

0

0

0

、
非
以
譲
也

0

0

0

、
惡0

其
蓋
人
也

0

0

0

0

。
夫
人
性
、
陵
上
者
也
、
不
可
蓋
也
。
求
蓋
人
、
其
抑
下
滋
甚
、

故
聖
人
貴
譲
」。
韋
昭
注
に
、「
稱
、
擧
也
。
蓋
、
掩
也
。
如
能
在
人
上
者
、

人
欲
勝
陵
之
也
、
故
君
子
上
禮
譲
而
天
下
莫
敢
陵
也
」。
單
襄
公
の
郤
至

に
対
す
る
批
判
は
、『
左
伝
』
成
公
十
六
年
に
も
見
ら
れ
、「（
郤
至
）
位

於
七
人
之
下
、
而
求
掩
其
上
」
と
あ
る
。
杜
預
注
に
、「
稱
己
之
伐
、
掩

上
功
」。

②　

中
朝
名
士　
「
中
朝
」
は
、
晋
南
渡
以
前
の
西
晋
王
朝
を
い
う
。『
世
説

新
語
』
文
學
篇
の
「
袁
彦
伯
作
『
名
士
傳
』
成
」
條
の
劉
孝
標
注
に
い
う
。

「
宏
以
夏
侯
太
初
・
何
平
叔
・
王
輔
嗣
爲
正
始
名
士
、
阮
嗣
宗
・
嵇
叔

夜
・
山
巨
源
・
向
子
期
・
劉
伯
倫
・
阮
仲
容
・
王
濬
仲
爲
竹
林
名
士
、
裴

叔
則
・
樂
彦
輔
・
王
夷
甫
・
庾
子
嵩
・
王
安
期
・
阮
千
里
・
衛
叔
寶
・
謝

幼
輿
爲
中
朝
名
士

0

0

0

0

」。
陳
志
平
・
熊
清
元
疏
證
校
注
が
い
う
よ
う
に
、「
中

朝
名
士
」
以
下
は
西
晋
の
名
士
た
ち
が
清
談
に
耽
っ
た
こ
と
を
指
す
。

③　

抑
揚　

時
代
や
環
境
に
調
子
を
合
わ
せ
る
。『
漢
書
』
一
〇
〇
下
叔
孫

通
傳
の
述
賛
に
、「
叔
孫
奉
常
、
與
時
抑
揚

0

0

」。『
文
選
』
四
、
張
衡
「
南

都
賦
」
に
、「
進
退
屈
伸
、
與
時
抑
揚

0

0

」。
下
の
「
頗
事
抑
揚
」
は
、
毀
誉

褒
貶
の
意
で
あ
ろ
う
。

④　

嘯
傲　

郭
璞
「
遊
仙
詩
」（『
初
学
記
』
二
三
道
釈
部
僊
）
に
、「
嘯
傲

0

0

遺
世
羅
、
縱
情
再
獨
往
」。
陶
淵
明
「
飲
酒
」
其
七
に
、「
嘯
傲

0

0

東
軒
下
、

聊
復
得
此
生
」。

⑤　

好
爲
辭
費　
『
禮
記
』
曲
禮
上
に
、「
夫
禮
者
、
所
以
定
親
疏
、
決
嫌
疑
、

別
同
異
、
明
是
非
也
。
禮
不
妄
説
人
、
不
辭
費

0

0

」。
鄭
注
に
、「
爲
傷
信
。

君
子
先
行
其
言
而
後
從
之
」。
孔
穎
達
疏
に
、「
今
直
有
言
而
不
行
爲
辭0

費0

」。

⑥　

末
甚
悔
之
二
句　

上
述
の
よ
う
な
ふ
る
ま
い
に
対
す
る
自
省
と
後
悔
の

念
と
す
る
疏
證
の
解
釈
に
倣
う
。『
世
説
新
語
』
輕
詆
篇
に
、「
桓
公
入
洛
、

過
淮
泗
、
踐
北
境
、
與
諸
僚
屬
登
平
乘
樓
、
眺
矚
中
原
、
慨
然
曰
、『
遂

使
神
州
陸
沈
、
百
年
丘
墟
、
王
夷
甫
諸
人
、
不
得
不
任
其
責
』。
劉
孝
標

注
に
引
く
『
晋
陽
秋
』
に
い
う
。「
夷
甫
將
爲
石
勒
所
殺
、
謂
人
曰
、『
吾

等
若
不
祖
尚
浮
虛
、
不
至
於
此
』」。

9　

向
朗
遺
言
戒
子
曰
、「
貧
非
人
患
。
以
和
爲
貴
、
汝
其
勉
之
」。

以
爲
深
戒
。
酒
酌
之
設
、
可
樂
而
不
可
嗜
、
聲
樂
之
會
、
可
簡
而
不

可
違
。
淫
華
怪
飾
、
奇
服
麗
食
、
愼
毋
爲
也
。

①

②

③

④

⑤
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向
朗
の
遺
言
に
は
子
を
戒
め
て
い
っ
て
い
る
。「
貧
乏
は
悩
み
で

は
な
い
。
人
と
の
調
和
こ
そ
が
大
切
だ
、
お
前
た
ち
は
そ
れ
に
勉
め

な
さ
い
」。
こ
れ
は
重
要
な
戒
め
だ
。
酒
宴
の
席
で
は
、
楽
し
む
の

は
よ
い
が
度
を
過
ご
し
て
は
な
ら
ぬ
、
音
楽
の
集
い
で
は
、
く
つ
ろ

ぐ
の
は
よ
い
が
規
範
を
逸
脱
し
て
は
な
ら
ぬ
。
節
度
を
逸
し
た
装
飾

や
、
常
識
外
れ
の
服
装
や
食
事
は
、
絶
対
に
愼
む
よ
う
に
。

〔
注
〕

①　

向
朗
遺
言
戒
子
曰　

向
朗
（
？
〜
二
四
七
）、
字
は
巨
達
。
襄
陽
宜
城

（
湖
北
省
）
の
人
。
蜀
に
仕
え
、
位
は
特
進
に
至
っ
た
。
典
籍
の
校
定
に

専
心
し
、
八
十
余
歳
に
至
る
ま
で
怠
ら
ず
、
書
物
の
収
集
に
努
め
た
。

『
三
国
志
』
蜀
書
一
一
に
傳
が
あ
る
。
本
傳
の
裵
松
之
注
に
引
く
『
襄
陽

記
』
に
、「
朗
遺
言
戒
子
曰
」
と
し
て
、「
吾
楚
國
之
小
子
耳
。
而
早
喪
所

天
、
爲
二
兄
所
誘
養
、
使
其
性
行
不
隨
祿
利
以
墮
、
今
但
貧
耳
。
貧
非
人

0

0

0

患0

、
惟
和
爲
貴

0

0

0

、
汝
其
勉
之

0

0

0

0

」。

②　

貧
非
人
患　
『
論
語
』
季
氏
篇
に
、「
丘
也
聞
、
有
國
有
家
者
、
不
患
寡

而
患
不
均
、
不
患
貧
而
患
不
安
。
蓋
均
無
貧
、
和
無
寡
、
安
無
傾
」。

③　

以
和
爲
貴　
『
論
語
』
学
而
篇
に
、「
有
子
曰
、
禮
之
用
和
爲
貴

0

0

0

、
先
王

之
道
斯
爲
美
。
小
大
由
之
、
有
所
不
行
。
知
和
而
和
、
不
以
禮
節
之
、
亦

不
可
行
也
」。『
禮
記
』
儒
行
に
、「
禮
之
以
和
爲
貴

0

0

0

0

」。

④　

酒
酌
之
設
四
句　

こ
れ
以
下
は
、
向
朗
の
語
で
は
な
く
、
再
び
7
の
顔

延
之
『
庭
誥
』
の
文
。
錯
簡
か
。「
酒
酌
之
設

0

0

0

0

、
可
樂
而
不
可
嗜

0

0

0

0

0

0

、
嗜
而

非
病
者
希
、
病
而
遂
眚
者
幾
。
旣
眚
旣
病
、
將
蔑
其
正
。
若
存
其
正
性
、

紓
其
妄
發
、
其
唯
善
戒
乎
。
聲
樂
之
會

0

0

0

0

、
可0

簡0

而
不
可
違

0

0

0

0

、
違
而
不
背
者

鮮
矣
、
背
而
非
弊
者
反
矣
。
旣
弊
旣
背
、
將
受
其
毀
。
必
能
通
其
礙
而
節

其
流
、
意
可
爲
和
中
矣
」。

⑤　

淫
華
怪
飾
二
句　

こ
れ
も
ま
た
顔
延
之
『
庭
誥
』
の
文
。「
浮
華
怪
飾

0

0

0

、

滅
質
之
具
、
奇
服
麗
食

0

0

0

0

、
棄
素
之
方
。
動
人
勸
慕
、
傾
人
顧
盻
、
可
以
遠

識
奪
、
難
用
近
欲
從
。
若
覩
其
淫
怪
、
知
生
之
無
心
、
爲
見
奇
麗
、
能
致

諸
非
務
、
則
不
仰
自
貴
、
不
禁
自
止
」。

10　

曾
子
曰＊
、「
狎
甚
則
相
簡
、
莊
甚
則
不
親
。
是
故
君
子
之
狎
、

足
以
交
歡
、
其
莊
足
以
成
禮
也
。

　

曾
子
は
い
っ
て
い
る
。「
な
れ
親
し
み
過
ぎ
る
と
ぞ
ん
ざ
い
に
な

り
、
い
か
め
し
過
ぎ
る
と
親
し
め
な
い
。
だ
か
ら
君
子
の
な
れ
親
し

み
方
は
、
と
も
に
歡
び
を
分
か
つ
こ
と
が
で
き
、
そ
の
い
か
め
し
さ

は
と
も
に
禮
を
成
し
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
る
」。

〔
校
　
勘
〕

＊
曾
子
曰
云
云
：
底
本
校
記
に
い
う
。
按
別
卷
載
此
條
下
有
「
孔
子
聞
斯
言

也
、
曰
、
二
三
子
志
之
、
孰
謂
參
也
不
如
孔
子
」
二
十
字
。
四
庫
本
・
抄
本

①
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の
校
記
に
は
さ
ら
に
い
う
。「
但
自
稱
孔
子
、
似
亦
有
誤
」。

〔
注
〕

①　

曾
子
曰
云
云　

曾
子
は
、
孔
子
の
弟
子
の
曾
參
。
字
は
子
與
。
7
の
注

⑫
参
照
。『
孔
子
家
語
』
好
生
篇
に
、「
曾
子
曰
、『
狎
甚
則
相

0

0

0

0

簡0

、
莊
甚

0

0

則
不
親

0

0

0

。
是
故
君
子
之
狎

0

0

0

0

0

0

、
足
以
交
歓

0

0

0

0

、
其
莊
足
以
成
禮

0

0

0

0

0

0

』。
孔
子
聞
斯

言
也
、
曰
、『
二
三
子
志
之
、
孰
謂
參
也
不
知
禮
乎
』」。
ま
た
『
説
苑
』

談
叢
篇
に
、「
曾
子
曰
、『
狎
甚
則
相

0

0

0

0

簡0

也
、
莊
甚
則
不
親

0

0

0

0

0

。
是
故
君
子
之

0

0

0

0

0

狎0

、
足
以
交
懽

0

0

0

0

、
莊
足
以
成
禮

0

0

0

0

0

而
已
』」。

11　

子
夏
曰
、「
與
人
以
實＊
、
雖
疎
必
密
、
與
人
以
虚
、
雖
戚
必
疎
。

帥
人
以
正
、
誰
敢
不
正
、
敬
人
以
禮
、
孰
敢
不
禮
。
使
人
必
須
先
勞

後
逸
、
先
功
後
賞
。
戒
愼
乎
其
所
不
睹
、
恐
懼
乎
其
所
不
聞
。
莫
見

乎
隱
、
莫
顯
乎
微
、
故
君
子
愼
其
獨
也
。
必
使
長
者
安
之
、
幼
者
愛

之
、
朋
友
信
之
。
是
以
君
子
居
其
室
、
出
其
言
、
善
則
千
里
之
外
應

之
。
出
其
言
、
不
善
則
千
里
之
外
違
之
。
況
其
邇
者
乎
。
言
出
乎
身
、

加
乎
民
、
行
發
乎
近
、
至
于
遠
也
。
言
行
君
子
之
樞
機
、
樞
機
之
發
、

榮
辱
之
主
、
可
不
愼
乎
」。

　

子
夏
は
い
っ
て
い
る
。「
人
と
交
わ
る
の
に
誠
実
で
あ
れ
ば
、
疎

遠
だ
っ
た
仲
が
親
密
に
な
る
し
、
人
と
交
わ
る
の
に
不
実
で
あ
れ
ば
、

親
密
だ
っ
た
仲
が
疎
遠
に
な
る
。
人
を
導
く
の
に
正
し
い
道
に
よ
れ

ば
、
誰
も
が
正
し
い
道
を
行
な
う
よ
う
に
な
る
し
、
人
を
敬
う
の
に

禮
に
よ
れ
ば
、
誰
も
が
禮
を
守
る
よ
う
に
な
る
。
人
を
使
う
に
は
必

ず
先
に
苦
労
し
て
後
で
樂
を
し
、
先
に
実
績
を
挙
げ
て
後
で
顯
彰
さ

れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。
自
分
の
目
で
見
て
い
な
い
こ
と
に
は
慎
重

で
あ
り
、
自
分
の
耳
で
聞
い
て
い
な
い
こ
と
に
は
恐
れ
を
抱
く
よ
う

に
。
隠
す
こ
と
ほ
ど
露
見
し
や
す
く
、
微
細
な
こ
と
ほ
ど
顯
著
な
も

の
だ
、
だ
か
ら
君
子
は
自
分
自
身
を
慎
ん
で
修
め
る
の
で
あ
る
。
必

ず
年
長
者
か
ら
安
心
さ
れ
、
幼
い
者
か
ら
愛
さ
れ
、
友
だ
ち
か
ら
信

頼
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。
こ
う
し
て
君
子
は
自
分
の
部
屋
で
、

こ
と
ば
を
発
し
て
、
そ
の
発
言
が
正
し
け
れ
ば
千
里
の
彼
方
ま
で
呼

応
す
る
し
、
正
し
く
な
け
れ
ば
千
里
の
彼
方
ま
で
反
発
す
る
。
近
い

と
こ
ろ
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
こ
と
ば
は
自
分
の
身
か
ら
出
て
、
民

ぐ
さ
に
影
響
を
及
ぼ
し
、
行
な
い
は
近
く
か
ら
発
し
て
、
遠
く
に
ま

で
伝
わ
る
。
言
行
は
君
子
の
大
切
な
機
器
で
あ
り
、
機
器
が
発
動
す

れ
ば
、
栄
え
る
も
滅
ぶ
も
そ
れ
に
左
右
さ
れ
る
、
慎
重
で
あ
ら
ず
に

い
ら
れ
よ
う
か
」。

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦
⑧

⑨

⑩
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〔
校
　
勘
〕

＊
實
：
抄
本
→
寔
。

〔
注
〕

①　

子
夏
曰
云
云　

子
夏
は
、
孔
子
の
弟
子
の
卜
商
。
字
は
子
夏
。
孔
子
よ

り
四
十
四
歳
の
年
少
。『
金
樓
子
』
で
は
こ
の
一
段
全
体
が
子
夏
の
こ
と

ば
と
さ
れ
る
が
、
以
下
に
見
る
よ
う
に
、
實
は
幾
つ
か
の
典
籍
の
語
を
寄

せ
集
め
た
も
の
で
あ
る
。

②　

與
人
以
實
四
句　
『
韓
詩
外
伝
』
九
「
子
夏
過
曾
子
」
章
に
、
子
夏
の

語
と
し
て
次
の
よ
う
に
あ
る
。「
與
人
以
實

0

0

0

0

、
雖
疎
必
密

0

0

0

0

、
與
人
以
虛

0

0

0

0

、

雖
戚
必
疎

0

0

0

0

。
夫
實
之
與
實
、
如
膠
如
漆
、
虛
之
與
虛
、
如
薄
冰
之
見
晝
日
。

君
子
可
不
留
意
哉
。
詩
曰
、『
神
之
聽
之
、
終
和
且
平
』」。「
戚
」
は
、
近

の
意
。

③　

帥
人
以
正
二
句　
『
論
語
』
顔
淵
篇
に
、「
季
康
子
問
政
於
孔
子
。
孔
子

對
曰
、『
政
者
、
正
也
。
子
帥
以
正

0

0

0

、
孰
敢
不
正

0

0

0

』」。
鄭
玄
注
に
、「
康
子
、

魯
上
卿
、
諸
臣
之
帥
也
」。
疏
に
、「
言
康
子
爲
魯
上
卿
、
諸
臣
之
帥
也
。

若
已
能
毎
事
以
正
、
則
已
下
之
臣
民
誰
敢
不
正
也
」。

④　

敬
人
以
禮
二
句　
『
孟
子
』
離
婁
篇
下
に
、「
孟
子
曰
、『
君
子
所
以
異

於
人
者
、
以
其
存
心
也
。
君
子
以
仁
存
心
、
以
禮
存
心
。
仁
者
愛
人
、
有

禮0

者
敬
人

0

0

。
愛
人
者
人
恆
愛
之
、
敬
人

0

0

者
人
恆
敬
之
。
云
云
』」。

⑤　

使
人
必
須
先
勞
後
逸
二
句　
『
論
語
』
雍
也
篇
に
、「（
樊
遲
）
問
仁
。

曰
、『
仁
者
先
難
而
後
獲
。
可
謂
仁
矣
』」。
何
晏
集
解
に
、「
孔
安
国
曰
、

『
先
勞
苦
、
乃
得
功
、
所
以
爲
仁
也
』」。

⑥　

戒
愼
乎
其
所
不
睹
云
云　
『
礼
記
』
中
庸
に
、「
天
命
之
謂
性
、
率
性
之

謂
道
、
修
道
之
謂
敎
。
道
也
者
、
不
可
須
臾
離
也
。
可
離
非
道
也
。
是
故

君
子
戒
愼
乎
其
所
不
覩

0

0

0

0

0

0

0

、
恐
懼
乎
其
所
不
聞

0

0

0

0

0

0

0

。
莫
見
乎
隱

0

0

0

0

、
莫
顯
乎
微

0

0

0

0

、

故
君
子
愼
其
獨
也
」。
鄭
注
に
、「
小
人
閒
居
爲
不
善
、
無
所
不
至
也
。
君

子
則
不
然
。
雖
視
之
無
人
、
聽
之
無
聲
、
猶
戒
愼
恐
懼
、
自
脩
正
、
是
其

不
須
臾
離
道
」。

⑦　

莫
見
乎
隱
二
句　

⑥
に
引
い
た
『
礼
記
』
中
庸
の
文
。
鄭
注
に
、「
愼

獨
者
、
愼
其
閒
居
之
所
爲
。
小
人
於
隱
者
、
動
作
言
語
自
以
爲
不
見
覩
、

不
見
聞
、
則
必
肆
盡
其
情
也
。
若
有
佔
聽
之
者
、
是
爲
顯
見
、
甚
於
衆
人

之
中
爲
之
」。

⑧　

必
使
長
者
安
之
三
句　
『
論
語
』
公
冶
長
篇
に
、「
顔
淵
・
季
路
侍
。
子

曰
、『
盍
各
言
爾
志
』。
子
路
曰
、『
願
車
馬
衣
輕
裘
、
與
朋
友
共
、
敝
之

而
無
憾
』。
顔
淵
曰
、『
願
無
伐
善
、
無
施
勞
』。
子
路
曰
、『
願
聞
子
之

志
』。
子
曰
、『
老
者
安
之

0

0

0

0

、
朋
友
信
之

0

0

0

0

、
少
者
懷
之
』」。

⑨　

是
以
君
子
居
其
室
云
云　
『
易
』
繋
辭
傳
上
に
、「
子
曰
、『
君
子
居
其

0

0

0

0

室0

、
出
其
言

0

0

0

、
善0

則
千
里
之
外
應
之

0

0

0

0

0

0

0

、
況
其
邇
者
乎
。
居
其
室
、
出
其
言

0

0

0

、

不
善
則
千
里
之
外
違
之

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
況
其
邇
者
乎

0

0

0

0

0

。
言
出
乎
身

0

0

0

0

、
加
乎
民

0

0

0

。
行
發
乎

0

0

0

邇0

、
見
乎
遠

0

0

0

。
言
行
君
子
之
樞
機

0

0

0

0

0

0

0

。
樞
機
之
發

0

0

0

0

、
栄
辱
之
主

0

0

0

0

也
。
言
行
君

子
之
所
以
動
天
地
也
、
可
不
愼
乎

0

0

0

0

。
云
云
』」。

⑩　

言
行
君
子
之
樞
機　
『
易
』
繋
辭
傳
上
の
韓
康
伯
注
に
、「
樞
機
、
制
動

之
主
」。
孔
穎
達
疏
に
、「
言
行
君
子
之
樞
機
者
、
樞
謂
戸
樞
、
機
謂
弩
牙
。

言
戸
樞
之
轉
、
或
明
或
闇
。
弩
牙
之
發
、
或
中
或
否
。
猶
言
行
之
動
、
從

身
而
發
、
以
及
於
物
、
或
是
或
非
也
」。
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12　

處
廣
厦
之
下
、
細
氈
之
上
、
明
師
居
前
、
勸
誦
在
後
、
豈
與
夫

馳
騁
原
獸
同
日
而
語
哉
。
凡
讀
書
必
以
五
經
爲
本
、
所
謂
非
聖
人
之

書
勿
讀
。
讀
之
百
徧
、
其
義
自
見
。
此
外
衆
書
、
自
可
汎
觀
耳
。
正

史
旣
見
得
失
成
敗
、
此
經
國
之
所
急
。
五
經
之
外
、
宜
以
正
史
爲
先
。

譜
牒
所
以
別
貴
賤
、
明
是
非
、
尤
宜
畱
意
。
或
復
中
表
親
疎
、
或
復

通
塞
升
降
、
百
世
衣
冠
、
不
可
不
悉
。

　

大
き
な
屋
敷
の
中
で
、
柔
ら
か
な
毛
氈
に
坐
り
、
り
っ
ぱ
な
師
匠

が
前
に
い
て
、
読
誦
者
が
後
ろ
に
控
え
る
、（
王
た
る
者
が
）
そ
ん

な
環
境
で
勉
学
す
る
の
は
野
獣
を
追
い
か
け
る
の
と
同
日
に
語
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
い
っ
た
い
讀
書
は
必
ず
五
經
を
基
本
と
す
べ
き
で

あ
り
、
い
わ
ゆ
る
聖
人
の
書
以
外
は
讀
ま
ぬ
こ
と
で
あ
る
。
百
遍
も

書
を
読
め
ば
、
意
味
は
自
ず
と
分
か
っ
て
く
る
。
そ
の
他
の
諸
書
に

つ
い
て
は
、
広
く
目
を
通
し
て
お
く
が
よ
か
ろ
う
。
正
史
は
得
失
や

成
敗
を
示
し
て
い
て
、
そ
れ
ら
は
國
を
經
營
す
る
上
で
の
急
務
で
あ

る
。
五
經
以
外
の
書
で
は
、
正
史
を
真
っ
先
に
読
む
が
よ
い
。
系
譜

の
書
は
貴
賤
を
区
別
し
、
是
非
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
だ
か
ら
、
よ

く
留
意
し
て
お
く
が
よ
い
。
ま
た
父
母
の
親
戚
関
係
、
家
系
の
盛
衰

発
展
、
百
代
に
わ
た
る
家
の
来
歴
に
つ
い
て
も
、
よ
く
知
っ
て
お
く

必
要
が
あ
る
。

〔
注
〕

①　

處
廣
厦
之
下
云
云　
『
漢
書
』
七
二
王
吉
傳
に
、
王
吉
が
昌
邑
國
の
中

尉
だ
っ
た
こ
ろ
、
昌
邑
王
の
節
度
の
な
い
行
動
を
愁
え
て
諫
め
た
上
疏
を

引
い
て
い
う
。「
夫
廣
厦
之
下

0

0

0

0

、
細
旃
之
上

0

0

0

0

、
明
師
居
前

0

0

0

0

、
勸
誦
在
後

0

0

0

0

、

上
論
唐
虞
之
際
、
下
及
殷
周
之
盛
、
考
仁
聖
之
風
、
習
治
國
之
道
、
訢
訢

焉
發
憤
忘
食
、
日
新
厥
德
、
其
樂
豈
徒
銜
橛
之
間
哉
」。
顔
師
古
注
に
、

「
廣
厦
、
大
屋
也
。
旃
與
氈
同
」。
王
先
謙
補
注
に
、
沈
欽
韓
曰
く
と
し

て
『
韓
詩
外
傳
』（
巻
五
）
を
引
く
。「
天
子
居
廣
厦
之
下
、
帷
帳
之
内
、

旃
菌
之
上
」。「
馳
騁
原
獸
」
は
、
王
吉
傳
の
「
王
好
遊
獵
、
馳
騁
国
中
」

の
意
を
取
っ
て
書
き
改
め
た
も
の
。

②　

聖
人
之
書　
「
聖
人
之
書
」
と
い
う
語
の
早
い
用
例
は
、『
韓
非
子
』
八

説
篇
に
、「
書
約
而
弟
子
辯
、
法
省
而
民
訟
簡
、
是
以
聖
人
之
書

0

0

0

0

必
著
論
、

明
主
之
法
必
詳
事
」。
ま
た
『
淮
南
子
』
道
應
訓
に
は
、『
莊
子
』
に
も
と

づ
く
齊
桓
公
と
輪
扁
の
問
答
に
、「
桓
公
曰
、
聖
人
之
書

0

0

0

0

」
と
あ
る
。
金

樓
子
と
同
時
代
人
の
書
で
は
、『
顔
氏
家
訓
』
治
家
篇
に
、「
吾
毎
讀
聖
人

0

0

之
書

0

0

、
未
嘗
不
肅
敬
對
之
」。
ま
た
同
勉
学
篇
に
、「
夫
聖
人
之
書

0

0

0

0

、
所
以

設
敎
」。

③　

讀
之
百
徧
二
句　
『
三
国
志
』
魏
書
一
三
王
肅
傳
の
裴
注
に
引
く
『
魏

略
』
に
、「
初
、（
董
）
遇
善
治
『
老
子
』、
爲
『
老
子
』
作
訓
注
。
又
善

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦
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金
樓
子
訳
注
（
七
）（
興
膳
）

『
左
氏
傳
』、
更
爲
作
朱
墨
別
異
。
人
有
從
學
者
、
遇
不
肯
敎
、
而
云
、

『
必
當
先
讀
百
徧
』。
言
『
讀
書
百
徧

0

0

0

0

而
義
自
見

0

0

0

』」。

④　

正
史　
「
正
史
」
と
は
、『
隋
書
』
經
籍
志
の
史
部
「
正
史
」
類
が
『
史

記
』
に
始
ま
る
紀
伝
体
の
史
書
を
指
し
て
、
編
年
体
の
史
書
を
意
味
す
る

「
古
史
」
類
と
区
別
す
る
の
と
同
義
に
解
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に

先
行
す
る
梁
・
阮
孝
緒
『
七
録
』
で
は
「
国
史
」
と
称
さ
れ
る
。『
隋

書
』
經
籍
志
の
正
史
類
序
に
、「
自
是
世
有
著
述
、
皆
擬
班
・
馬
、
以
爲

正
史

0

0

」。

⑤　

經
國
之
所
急　
『
文
選
』
五
二
魏
文
帝
曹
丕
の
「
典
論
論
文
」
に
、「
蓋

文
章
經
國

0

0

之
大
業
、
不
朽
之
盛
事
。
年
壽
有
時
而
盡
、
榮
樂
止
乎
其
身
、

二
者
必
至
之
常
期
、
未
若
文
章
之
無
窮
」。

⑥　

譜
牒　

氏
族
の
系
譜
を
扱
う
書
。『
隋
書
』
經
籍
志
に
は
史
部
に
「
譜

系
」
類
が
あ
る
。『
舊
唐
書
』『
新
唐
書
』
で
は
「
譜
牒
」
類
。『
史
記
』

太
史
公
自
序
に
、「
惟
三
代
尚
矣
、
年
紀
不
可
考
、
蓋
取
之
譜
牒

0

0

舊
聞
、

本
于
茲
、
於
是
略
推
、
作
三
代
世
表
第
一
」。
ま
た
、「
幽
厲
之
後
、
周
室

衰
微
、
諸
侯
専
制
、
春
秋
有
所
不
紀
。
而
譜
牒

0

0

經
略
、
五
覇
更
盛
衰
、
欲

覩
周
世
相
先
後
之
意
、
作
十
二
諸
侯
年
表
第
二
」。『
文
心
雕
龍
』
書
記
篇

に
、「
故
謂
譜0

者
、
普
也
。
注
序
世
統
、
事
資
同
譜
、
鄭
氏
譜
詩
蓋
取
乎

此
」。
六
朝
に
あ
っ
て
は
こ
と
に
譜
牒
の
學
が
重
ん
ぜ
ら
れ
、『
隋
書
』
經

籍
志
に
著
錄
す
る
南
朝
人
の
書
に
は
、
齊
・
王
倹
『
百
家
集
譜
』
十
巻
、

梁
・
王
僧
孺
『
百
家
譜
』
三
十
巻
な
ど
が
あ
る
。

⑦　

百
世
衣
冠　

歴
代
に
わ
た
っ
て
衣
冠
を
着
け
る
高
貴
の
家
柄
。『
後
漢

書
』
四
三
朱
暉
傳
に
、「
家
世
衣
冠

0

0

」。『
文
選
』
三
六
任
昉
の
「
宣
德
皇

后
令
」
に
、「
衣
冠

0

0

泯
絶
、
禮
樂
崩
喪
」。
李
善
注
に
、『
袁
子
』
を
引
い

て
、「
古
者
命
士
已
上
、
皆
有
冠
冕
、
謂
之
冠
族
之
家
」。

13　

任
彥
升
云
、「
人
皆
有
榮
進
之
心
、
政
復
有
多
少
耳
。
然
口
不

及
、
迹
不
營
、
居
當
爲
勝
」。

　

王
文
舒
曰
、「
人
或
毀
己
、
當
退
而
求
之
於
身
。
若
己
有
可
毀
之

行
、
則
彼
言
當
矣
、
若
己
無
可
毀
之
行
、
則
彼
言
妄
矣
。
當
則
無
怨

於
彼
。
妄
則
無
害
於
身
、
又
何
反
報
焉
。
且
聞
人
毀
己
而
忿
者
、
惡

醜
聲
之
加
己
、
反
報
者
滋
甚
。
不
如
默
而
自
修
也
」。

　

顏
延
年
言
、「
流
言
謗
議
、
有
道
所
不
免
、
況
在
闕
薄
、
難
用
算

防
。
應
之
之
方
、
必
先
本
己
。
或
信
不
素
積
、
嫌
閒
所
爲
、
或
性
不

和
物
、
尤
怨
所
聚
。
有
一
於
此
、
何
處
逃
之
。
日
省
吾
躬
、
月
料
吾

志
、
斯
道
必
存
、
何
卹
人
言
」。

　

任
嘏
每
獻
忠
言
、
輒
手
懷
草
、
自
在
禁
省
、
歸
書
不
封
。
何
其
美

乎
。
入
仕
之
後
、
此
其
勗
哉
。
昔
孔
光
、
有
人
問
溫
室
之
樹
、
笑
而

不
荅
、
誠
有
以
也
。

　

任
昉
（
彦
升
）
は
い
っ
て
い
る
。「
人
は
み
な
栄
達
し
た
い
と
い

①

②

③④

⑤

⑥
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う
心
を
持
っ
て
い
て
、
そ
の
多
少
に
違
い
が
あ
る
だ
け
だ
。
だ
か
ら

口
に
は
出
さ
ず
、
そ
ぶ
り
も
見
せ
ず
、
あ
る
が
ま
ま
に
ふ
る
ま
う
の

が
よ
い
」。

　

王
昶
（
文
舒
）
は
い
っ
て
い
る
。「
他
人
が
自
分
の
こ
と
を
非
難

し
て
い
た
ら
、
退
い
て
そ
の
原
因
を
わ
が
身
に
振
り
返
っ
て
み
る
が

よ
い
。
も
し
非
難
さ
れ
る
よ
う
な
行
為
が
あ
れ
ば
、
そ
の
こ
と
ば
は

当
然
だ
し
、
も
し
非
難
さ
れ
る
よ
う
な
行
為
が
な
け
れ
ば
、
そ
れ
は

不
當
で
あ
る
。
当
然
な
ら
相
手
を
怨
む
こ
と
は
な
い
し
、
不
當
な
ら

自
分
に
罪
は
な
い
か
ら
、
何
も
報
復
す
る
こ
と
は
な
い
。
そ
れ
に
人

が
非
難
す
る
の
を
聞
い
て
腹
を
立
て
る
の
は
、
悪
い
評
判
が
自
分
に

立
つ
の
を
憎
む
か
ら
で
、
反
駁
す
れ
ば
非
難
は
い
っ
そ
う
激
し
く
な

る
。
黙
っ
て
自
分
の
身
を
修
め
る
の
が
一
番
だ
」。

　

顔
延
之
（
延
年
）
は
い
っ
て
い
る
。「
根
拠
の
な
い
う
わ
さ
や
中

傷
は
、
道
を
体
得
し
た
人
で
も
免
れ
な
い
。
ま
し
て
や
ふ
つ
つ
か
な

凡
人
に
は
、
と
て
も
防
ぎ
よ
う
が
な
い
。
そ
れ
に
対
応
す
る
に
は
、

何
よ
り
も
自
分
に
忠
実
で
あ
る
こ
と
だ
。
信
頼
感
が
日
ご
ろ
か
ら
培

わ
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
猜
疑
心
に
つ
け
い
ら
れ
る
し
、
性
格
的
に
人

と
融
和
で
き
て
い
な
け
れ
ば
、
怨
恨
が
降
り
か
か
っ
て
く
る
。
一
旦

そ
う
い
う
事
態
に
陥
っ
て
し
ま
う
と
、
も
う
逃
れ
よ
う
が
な
い
。
日

日
わ
が
身
を
反
省
し
、
月
月
に
わ
が
心
を
思
量
す
る
こ
と
、
道
理
が

も
し
自
分
に
あ
る
な
ら
、
人
の
こ
と
ば
を
気
に
す
る
こ
と
が
あ
ろ
う

か
」。

　

任
嘏
は
忠
言
を
献
上
す
る
際
に
は
、
い
つ
も
自
筆
の
原
稿
を
ふ
と

こ
ろ
に
し
、
自
身
が
禁
中
に
あ
っ
て
、
文
書
を
届
け
る
ま
で
封
を
し

な
か
っ
た
。
何
と
り
っ
ぱ
な
こ
と
か
。
仕
官
し
て
の
ち
は
、
か
く
あ

る
よ
う
に
努
め
な
さ
い
。
む
か
し
孔
光
に
、
人
が
温
室
殿
の
樹
に
つ

い
て
尋
ね
た
と
き
、
彼
は
笑
っ
て
答
え
な
か
っ
た
が
、
ま
こ
と
に
尤

も
な
こ
と
で
あ
る
。

〔
注
〕

①　

任
彥
升
云
云
云　

任
彦
升
は
、
任
昉
（
四
六
〇
〜
五
〇
八
）。
字
は
彦

昇
、
或
い
は
彦
升
。
樂
安
博
昌
（
山
東
省
）
の
人
。
官
位
は
梁
の
新
安
太

守
に
至
っ
た
。
文
人
と
し
て
こ
と
に
筆
（
無
韻
の
文
）
に
優
れ
、
詩
に
秀

で
た
沈
約
と
並
ん
で
、「
沈
詩
任
筆
」
と
併
称
さ
れ
た
。『
梁
書
』
一
四
、

『
南
史
』
五
九
に
傳
が
あ
る
。
こ
の
一
條
に
つ
い
て
は
、
徴
す
べ
き
資
料

が
現
存
す
る
任
昉
の
著
作
中
に
見
当
た
ら
な
い
。

②　

政　

正
に
同
じ
。「
政
復
」
と
連
な
る
例
は
、『
宋
書
』
七
四
沈
攸
之
傳

に
、「
若
使
天
必
喪
道
、
忠
節
不
立
、
政
復

0

0

闔
門
砕
滅
、
百
死
無
恨
」。
ま
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た
同
八
五
謝
荘
傳
に
、「
死
是
人
之
所
同
、
政
復

0

0

一
往
之
苦
、
不
足
爲
深

困
」
な
ど
。

③　

王
文
舒
曰
云
云　

王
文
舒
は
、
王
昶
。
5
に
既
出
。
4
の
⑥
に
引
い
た

『
三
国
志
』
魏
書
王
昶
傳
の
一
節
に
続
け
て
次
の
よ
う
に
あ
る
。「
人
或

0

0

毀
己

0

0

、
當
退
而
求
之
於
身

0

0

0

0

0

0

0

、
若
己
有
可
毀
之
行

0

0

0

0

0

0

0

、
則
彼
言
當
矣

0

0

0

0

0

。
若
己
無

0

0

0

可
毀
之
行

0

0

0

0

、
則
彼
言
妄
矣

0

0

0

0

0

。
當
則
無
怨
于
彼

0

0

0

0

0

0

、
妄
則
無
害
於
身

0

0

0

0

0

0

、
又
何
反

0

0

0

報
焉

0

0

。
且
聞
人
毀
己
而
忿
者

0

0

0

0

0

0

0

0

、
惡
醜
聲
之
加
人

0

0

0

0

0

0

也
。
人
報
者
滋
甚

0

0

0

0

、
不
如

0

0

黙
而
自
脩

0

0

0

0

己
也0

。
諺
曰
、『
救
寒
莫
如
重
裘
、
止
謗
莫
如
自
脩
』、
斯
言
信

矣
。
云
云
」。

④　

顏
延
年
言
云
云　

顔
延
年
は
、
顔
延
之
。
7
に
既
出
。『
宋
書
』
顔
延

之
傳
に
引
く
『
庭
誥
』
に
い
う
。「
流
言
謗
議

0

0

0

0

、
有
道
所
不
免

0

0

0

0

0

、
況
在
闕

0

0

0

薄0

、
難
用
算
防

0

0

0

0

。
接
應
之
法

0

0

0

0

、
言
必
出
己

0

0

0

0

。
或
信
不
素
積
、
嫌
間
所
襲
、

或
性
不
和
物
、
尤
怨
所
聚
、
有
一
于
此
、
何
処
逃
毀
。
云
云
」

⑤　

闕
薄　
「
高
僧
傳
」
七
釋
慧
叡
傳
に
、
何
尚
之
が
宋
文
帝
に
答
え
た
語

（『
弘
明
集
』
一
一
で
は
「
答
宋
文
帝
讃
揚
佛
教
事
」）
に
い
う
。「
悠
悠

之
徒
、
多
不
信
法
、
以
臣
庸
蔽
、
獨
秉
愚
懃
、
懼
以
闕
薄

0

0

、
貽
點
大
敎
」。

⑥　

任
嘏
每
獻
忠
言
云
云　

任
嘏
（
生
卒
年
未
詳
）、
字
は
昭
先
。
樂
安
博

昌
（
山
東
省
）
の
人
。
三
国
魏
文
帝
に
仕
え
て
、
官
位
は
東
郡
・
趙
郡
・

河
東
太
守
に
至
っ
た
。
著
書
三
十
八
篇
、
凡
そ
四
万
余
言
が
あ
っ
た
と
い

う
。『
三
国
志
』
二
七
王
昶
傳
の
裴
注
に
引
く
別
傳
に
伝
記
が
あ
り
、
以

下
の
よ
う
に
い
う
。「
文
帝
時
、
爲
黄
門
侍
郎
。
毎0

納
忠
言

0

0

、
輒
手

0

0

書
懷0

本
、
自
在
禁
省

0

0

0

0

、
歸
書
不
封

0

0

0

0

。
帝
嘉
其
淑
愼
」。

⑦　

昔
孔
光
三
句　

孔
光
（
生
卒
年
未
詳
）、
字
は
子
夏
。
孔
子
十
四
世
の

孫
。
前
漢
の
成
帝
の
時
代
に
官
位
は
光
祿
勲
に
至
っ
た
。『
漢
書
』
八
一

本
傳
に
、「
凡
典
枢
機
十
餘
年
、
守
法
度
、
修
故
事
。
上
有
所
問
、
據
經

法
以
心
所
安
而
對
、
不
希
指
苟
合
。
如
或
不
從
、
不
敢
強
諫
爭
、
以
是
久

而
安
」。
ま
た
公
務
に
つ
い
て
口
が
固
く
、
安
易
に
他
人
に
漏
ら
し
は
し

な
か
っ
た
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
逸
話
を
記
す
。「
有
所
薦
擧
、
唯
恐
其

人
之
聞
知
。
沐
日
歸
休
、
兄
弟
妻
子
燕
語
、
終
不
及
朝
省
政
事
。
或
問
光
、

『
温
室

0

0

省
中
樹0

皆
何
木
也
』。
光
嘿
不
應
、
更
答
以
它
語
、
其
不
泄
如
是
」。

14　

高
季
羔＊
爲
衞
之
士
師
、
刖
人
之
足＊
。
俄
而
衞
有
蒯
聵
之
亂
、
刖

者
守
門
焉
。
謂
季
羔
曰
、「
於
此
有
室＊
」。
季
羔
入
焉
。
旣
追
者
罷
、

季
羔
將
去
、
問＊
刖＊
者
曰
、「
今
吾
在
難
、
此
正
子
報
怨
之
時
、
而
子

逃
我
何＊
」。
曰
、「
曩
君
治
臣
以
法
、
臣
知
之
。
獄
決
罪
定
、
臨
當
論

刑
、
君
愀
然
不
樂
、
見
於
顏
、
臣
又
知
之
。
君
豈
私
於
臣
哉
。
天
生

君
子
、
其
道
固
然
。
此
臣
之
所
以
待
君
子
。
孔
子
聞
之
、
曰
、「
善

哉
爲
吏
、
其
用
法
一
也
」。

　

子
羔
（
高
季
羔
）
が
衛
の
司
法
官
だ
っ
た
と
き
、
あ
る
人
を
足
切

り
の
刑
に
處
し
た
。
や
が
て
蒯
聵
の
亂
が
起
こ
り
、（
子
羔
が
逃
げ

よ
う
と
し
て
い
る
と
）
足
を
切
ら
れ
た
男
が
門
番
を
し
て
い
て
、

①

②
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「
こ
こ
に
部
屋
が
あ
り
ま
す
」
と
子
羔
に
い
っ
た
の
で
、
高
柴
は
そ

こ
に
入
っ
た
。
追
っ
手
が
行
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
子
羔
は
立
ち
去

ろ
う
と
し
て
、
そ
の
男
に
尋
ね
た
。「
い
ま
私
は
危
な
い
と
こ
ろ
だ

っ
た
。
お
前
に
は
怨
み
を
晴
ら
す
絶
好
の
機
会
だ
っ
た
の
に
、
な
ぜ

私
を
逃
し
た
の
か
」。
男
は
答
え
て
い
っ
た
。「
さ
き
ご
ろ
あ
な
た
が

私
を
法
に
よ
っ
て
裁
か
れ
た
こ
と
を
、
私
は
存
じ
て
い
ま
す
。
裁
判

が
終
わ
っ
て
有
罪
が
確
定
し
、
刑
罰
を
決
め
る
と
き
、
あ
な
た
の
憂

鬱
な
お
気
持
ち
が
、
表
情
に
現
わ
れ
て
い
た
こ
と
も
、
ま
た
存
じ
て

い
ま
す
。
あ
な
た
が
私
心
で
私
を
罪
に
し
た
は
ず
が
あ
り
ま
し
ょ
う

か
。
天
が
君
子
を
生
む
に
は
、
然
る
べ
き
し
っ
か
り
と
し
た
道
が
あ

り
ま
す
。
だ
か
ら
私
は
そ
の
道
に
よ
っ
て
あ
な
た
に
接
し
た
の
で

す
」。
そ
れ
を
聞
い
て
孔
子
は
い
っ
た
。「（
子
羔
は
）
官
吏
と
し
て

り
っ
ぱ
な
も
の
だ
、
法
に
基
づ
い
た
裁
き
は
た
だ
一
つ
だ
」。

〔
校
　
勘
〕

＊
高
季
羔
：
底
本
は
「
中
行
桓
子
」
に
作
る
が
、
中
行
桓
子
は
魯
の
荀
林
父

（
庚
）
で
、
こ
の
條
の
内
容
と
無
関
係
で
あ
り
、
抄
本
の
謝
校
及
び
筆
記
小

説
大
観
本
・
百
子
全
書
本
に
従
っ
て
改
め
る
。
＊
刖
人
之
足
：
抄
本
に
、

「
案
二
語
與
下
不
相
屬
、
疑
有
脱
訛
」。
＊
室
：
抄
本
謝
校
→
竇
室
。「
鮑
本

本
作
有
室
、
不
應
改
竇
、
君
子
不
竇
、
何
以
入
也
」。
＊
問
：
抄
本
・
四
庫

本
は
も
と
こ
の
字
を
缺
く
。
注
に
、「
按
此
下
疑
脱
一
謂
字
」。
鮑
本
謝
校
に
、

「
鮑
本
去
下
有
問
字
」。
＊
刖
：
抄
本
→
刖
足
。
＊
何
：
抄
本
→
何
也
。

〔
注
〕

①　

高
季
羔
爲
衞
之
士
師
云
云　

子
羔
は
、
本
名
を
高
柴
と
い
い
、
孔
子
の

弟
子
。
子
羔
は
字
。『
孔
子
家
語
』
は
「
季
羔
」
に
作
る
が
、『
史
記
』

『
説
苑
』
に
従
う
。『
史
記
』
六
七
仲
尼
弟
子
列
伝
に
よ
れ
ば
、
孔
子
よ

り
三
十
歳
の
年
少
だ
っ
た
。
こ
の
條
の
故
事
は
『
韓
非
子
』
外
儲
説
左
下
、

『
孔
子
家
語
』
二
致
思
篇
、『
説
苑
』
一
四
至
公
篇
に
見
え
る
が
、
文
脈

は
後
二
者
に
近
い
。

　

『
孔
子
家
語
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。「
季
羔
爲
衛
之
士
師

0

0

0

0

0

、
刖
人

0

0

之
足

0

0

。
俄
而
衛
有
蒯
聵
之
亂

0

0

0

0

0

0

0

0

、
季
羔
逃
之
、
走
郭
門
、
刖
者
守
門
焉

0

0

0

0

0

、
謂0

季
羔
曰

0

0

0

、『
彼
有
缺
』。
季
羔
曰
、『
君
子
不
踰
』。
又
曰
、『
彼
有
竇
』。
季

羔
曰
、『
君
子
不
隧
』。
又
曰
、『
於
此
有
室

0

0

0

0

』。
季
羔

0

0

乃
入
焉

0

0

。
旣0

而
追
者

0

0

罷0

、
季
羔
將
去

0

0

0

0

、
謂
刖
者

0

0

、『
吾
不
能
虧
主
之
法
、
而
親
刖
子
之
足
矣
。

今
吾
在
難

0

0

0

0

、
此
正
子

0

0

0

之
報
怨
之
時

0

0

0

0

、
而
逃
我

0

0

0

者
三
、
何0

故
哉
』。
刖
者
曰
、

『
斷
足
固
我
之
罪
、
無
可
奈
何
。
曩0

者
君
治
臣
以
法

0

0

0

0

0

令
、
先
人
後
臣
、
欲

臣
之
免
也
。
臣
知
獄
決
罪
定

0

0

0

0

0

0

、
臨
當
論
刑

0

0

0

0

、
君
愀
然
不
樂

0

0

0

0

0

、
見0

君
顔0

色
、

臣
又
知
之

0

0

0

0

。
君
豈
私
臣
哉

0

0

0

0

0

。
天
生
君
子

0

0

0

0

、
其
道
固
然

0

0

0

0

、
此
臣
之
所
以

0

0

0

0

0

悦
君0

也
』。
孔
子
聞
之
曰

0

0

0

0

0

、『
善
哉
爲
吏

0

0

0

0

、
其
用
法
一
也

0

0

0

0

0

。
思
仁
恕
則
樹
德
、
加

嚴
暴
則
樹
怨
。
公
以
行
之
、
其
子
羔
乎
』」。

　

一
方
、『
説
苑
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。「
子
羔
爲
衛
政
、
刖
人
之
足

0

0

0

0

。
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衛
之
君
臣
亂
、
子
羔
走
郭
門
、
郭
門
閉
、
刖
者
守
門

0

0

0

0

、
曰
、『
於
彼
有
缺
』。

子
羔
曰
、『
君
子
不
踰
』。
曰
、『
於
彼
有
竇
』。
子
羔
曰
、『
君
子
不
遂
』。

曰0

、『
於
此
有
室

0

0

0

0

』。
子
羔
入

0

0

0

。
追
者
罷

0

0

0

、
子
羔
將
去

0

0

0

、
謂
刖
者
曰

0

0

0

、『
吾

不
能
虧
損
主
之
法
令
、
而
親
刖
子
之
足
。
吾
在
難

0

0

0

中
、
此
乃
子0

之
報
怨
時

0

0

0

也
。
何0

故
逃
我

0

0

』。
刖
者
曰
、『
斷
足
固
我
罪
也
。
無
可
奈
何
。
君0

之
治
臣

0

0

也
、
傾
側
法
令
、
先
後
臣
以
法
、
欲
臣
之
免
於
法
也
、
臣
知
之

0

0

0

。
獄
決
罪

0

0

0

定0

、
臨
當
論
刑

0

0

0

0

、
君
愀
然
不
樂

0

0

0

0

0

、
見
於
顔

0

0

0

色
、
臣
又
知
之

0

0

0

0

。
君
豈
私
臣
哉

0

0

0

0

0

。

天
生

0

0

仁
人
之
心
、
其
固
然

0

0

0

也
。
此
臣
之
所
以

0

0

0

0

0

脱
君0

也
』。
孔
子
聞
之

0

0

0

0

、
曰
、

『
善
爲
吏

0

0

0

者
樹
德
、
不
善
爲
吏
者
樹
怨
。
公
行
之
也
、
其
子
羔
之
謂
歟
』」。

「
士
師
」
は
、
司
法
官
。『
周
礼
』
秋
官
司
寇
に
、「
士
師
之
職
、
掌
國
之

五
禁
之
灋
、
以
左
右
刑
罰
」。

②　

衞
有
蒯
聵
之
亂　

蒯
聵
は
、
衛
の
霊
公
の
太
子
で
、
後
の
荘
公
。
母
の

南
子
と
の
不
仲
が
原
因
で
国
外
に
出
奔
し
て
い
た
が
、
霊
公
が
亡
く
な
る

と
、
蒯
聵
の
子
の
輒
が
立
て
ら
れ
て
、
出
公
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
蒯
聵

は
そ
れ
を
認
め
ず
、
帰
国
し
て
、
實
の
息
子
と
の
間
に
戦
乱
が
起
こ
っ
た
。

孔
子
の
弟
子
の
子
路
も
そ
の
内
乱
に
巻
き
こ
ま
れ
て
死
ん
だ
。
そ
れ
が
こ

こ
に
い
う
「
蒯
聵
之
亂
」
で
あ
る
。
事
件
の
経
緯
は
『
史
記
』
仲
尼
弟
子

列
伝
に
詳
し
い
。

15　

歸
義
隠
蕃
、
爲
豪
傑
所
善
。
潘
承
明
子
翥
與
之
善
、
承
明
問
曰
、

「
何
故
與
輕
薄
通
、
使
人
心
震
面
熱
」。
廣
陵
陽
竺
、
幼
而
有
聲
、

陸
遜
謂
之
必
敗
、
令
其
兄
子
穆
與
其
別
族
。
李
豐＊
年
十
五
、
賓
客
塡

門
、
乃
曰
神
童
。
而
遂
無
週＊
身
之
防
、
果
見
誅
夷＊
。
相
國
掾
魏
諷
有

盛
名
、
同
郡
任
覽
與
諷
善
。
鄭
衮
謂
諷
姦
雄
、
必
以
禍
終
、
子
宜
絶

之
。
諷
果
敗
焉
。
王
仲
囘
加
子
以
檟
楚
、
朱
公
叔
寄
言
以
絶
交
、
此

有
深
意
、
最
宜
思
之
。

　

投
降
者
の
隱
蕃
は
、
豪
傑
た
ち
に
人
気
が
あ
っ
た
。
潘
濬
（
承

明
）
の
子
翥
は
彼
と
親
し
く
し
て
い
た
の
で
、
潘
濬
は
詰
問
し
て
い

っ
た
。「
お
前
は
な
ぜ
輕
薄
の
輩
と
つ
き
あ
っ
て
、
こ
の
私
に
心
お

の
の
き
顔
赤
ら
む
思
い
を
さ
せ
る
の
か
」。
廣
陵
の
陽
竺
は
、
幼
い

こ
ろ
か
ら
評
判
が
高
か
っ
た
が
、
陸
遜
は
彼
が
き
っ
と
失
敗
す
る
と

思
っ
て
い
て
、
竺
の
兄
の
子
の
穆
に
竺
と
縁
を
切
ら
せ
た
。
李
豐
は

十
五
歳
に
し
て
（
評
判
が
高
く
）、
賓
客
が
門
に
押
し
寄
せ
、
神
童

と
い
わ
れ
た
。
し
か
し
結
局
は
身
を
守
る
こ
と
が
で
き
ず
、
最
後
に

は
一
族
を
誅
滅
さ
れ
た
。
相
國
掾
の
魏
諷
は
名
聲
が
高
く
、
同
郡
の

任
覧
は
親
し
く
彼
と
交
わ
っ
て
い
た
。
鄭
袤
は
諷
を
姦
雄
と
見
な
し

て
い
て
、（
任
覧
に
）
最
後
は
必
ず
禍
に
終
わ
る
か
ら
、
魏
諷
と
絶

交
す
る
よ
う
に
と
い
っ
た
。
魏
諷
は
の
ち
果
た
し
て
失
脚
し
た
。
王

丹
（
仲
回
）
は
（
禍
を
招
く
交
際
を
戒
め
る
た
め
に
）
息
子
を
鞭
打

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪
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ち
、
朱
穆
（
公
叔
）
は
（
そ
う
し
た
交
際
を
絶
つ
た
め
に
）「
絶
好

論
」
を
著
わ
し
た
。
こ
れ
ら
の
話
に
は
深
い
意
味
が
あ
り
、
よ
く
考

え
る
べ
き
で
あ
る
。

〔
校
　
勘
〕

＊
李
豐
：
各
本
と
も
季
豐
。『
三
国
志
』
に
從
っ
て
改
め
る
。
注
⑤
参
照
。

＊
週
：
四
庫
本
・
抄
本
・
筆
記
小
説
大
観
本
→
周
。
＊
夷
：
抄
本
→
戮
。
謝

校
→
夷
。

〔
注
〕

①　

歸
義
隠
蕃
云
云　

15
は
身
を
滅
ぼ
す
結
果
を
招
く
よ
う
な
交
際
を
戒
め

る
故
事
を
綴
り
あ
わ
せ
る
。
隱
蕃
は
、
も
と
魏
の
臣
下
だ
っ
た
が
、
口
才

を
見
こ
ま
れ
て
呉
に
偽
装
投
降
し
て
仕
え
た
（『
三
国
志
』
一
七
呉
書
胡

綜
傳
注
所
引
『
呉
録
』）。「
歸
義
」
は
正
義
に
帰
順
す
る
意
で
、
敵
国
に

投
降
す
る
こ
と
。
こ
の
條
は
『
三
国
志
』
呉
書
一
六
潘
濬
傳
の
裴
注
に
引

く
『
呉
書
』
に
據
っ
た
も
の
。「
歸
義
隱
蕃

0

0

0

0

、
以
口
辯
爲
豪
傑
所
善

0

0

0

0

0

、
濬0

子
翥

0

0

亦
與0

周
旋
、
饋
餉
之
。
濬
聞
大
怒
、
疏
責
翥
曰
、『
吾
受
國
厚
恩
、

志
報
以
命
、
爾
輩
在
都
、
當
念
恭
順
、
親
賢
慕
善
。
何
故
與

0

0

0

降
虜
交
、
以

糧
餉
之
。
在
遠
聞
此
、
心
震
面
熱

0

0

0

0

、
惆
悵
累
旬
。
疏
到
、
急
就
往
使
、
受

杖
一
百
、
促
責
所
餉
』。
當
時
人
咸
怪
濬
、
而
蕃
果
圖
叛
誅
夷
、
衆
乃
歸

服
」。
な
お
、
呉
書
一
六
胡
綜
傳
及
び
注
に
引
く
『
呉
録
』
に
も
関
連
記

事
が
あ
る
。

②　

潘
承
明
子
翥　

潘
承
明
は
、
潘
濬
（
？
〜
二
三
九
）。
字
は
承
明
。
武

陵
漢
壽
（
湖
南
省
）
の
人
。
呉
の
孫
権
の
下
で
治
中
・
荊
州
軍
事
と
な
り
、

劉
陽
公
に
封
ぜ
ら
れ
た
。
子
の
翥
（
生
卒
年
未
詳
）
は
、
濬
の
死
後
、
そ

の
爵
位
を
嗣
い
だ
。

③　

廣
陵
陽
竺　

陽
竺
は
、
傳
未
詳
。『
三
国
志
』
は
姓
を
「
楊
」
に
作
る
。

呉
書
一
六
陸
凱
傳
注
に
引
く
『
呉
録
』
に
よ
れ
ば
、
魯
王
孫
覇
を
孫
権
の

後
継
者
に
取
り
立
て
よ
う
と
画
策
し
て
失
敗
し
、
死
罪
に
処
せ
ら
れ
た
。

『
三
国
志
』
呉
書
一
三
陸
遜
傳
に
、「
又
廣
陵
楊
竺

0

0

0

0

、
少
獲
聲
名
、
而
遜0

謂
之
終
敗

0

0

0

0

、
勸
竺
兄
穆
令
與
別
族

0

0

0

0

0

0

。
其
先
覩
如
此
」
と
あ
る
の
が
、
こ
の

條
の
原
拠
か
。
ま
た
呉
書
一
四
孫
覇
傳
に
、「
時
全
寄
・
呉
安
・
孫
奇
・

楊
竺
等
陰
共
附
覇
、
圖
危
太
子
。
譖
毀
既
行
、
太
子
以
敗
、
覇
亦
賜
死
。

流
竺
屍
于
江
、
兄
穆
以
數
諫
戒
竺
、
得
免
大
辟
、
猶
徙
南
州
」。
孫
和
伝

に
も
関
連
記
事
が
あ
る
。

④　

陸
遜　

陸
遜
（
一
八
三
〜
二
四
五
）、
字
は
伯
言
。
呉
郡
呉
（
江
蘇

省
）
の
人
。
呉
の
名
族
の
出
身
で
、
官
位
は
丞
相
に
至
っ
た
が
、
孫
権
に

疑
い
を
か
け
ら
れ
て
憤
死
し
た
。
詩
人
陸
機
は
そ
の
孫
。『
三
国
志
』
呉

書
一
三
に
傳
が
あ
る
。

⑤　

李
豐
年
十
五
云
云　

李
豐
（
？
〜
二
五
四
）、
字
は
安
國
。
馮
翊
（
陝

西
省
）
の
人
。
魏
に
仕
え
て
早
く
か
ら
才
名
を
称
さ
れ
た
が
、
魏
末
の
権

力
闘
争
の
渦
中
で
夏
侯
玄
等
と
司
馬
師
誅
殺
の
計
略
を
企
て
、
失
敗
し
て

殺
さ
れ
た
。
こ
の
條
は
も
と
づ
く
と
こ
ろ
未
詳
だ
が
、
関
連
す
る
記
述
は

『
三
国
志
』
魏
書
一
五
夏
侯
玄
傳
注
の
引
く
『
魏
略
』
に
見
え
る
。「
豐

字
安
國
、
故
衛
尉
李
義
子
也
。
黄
初
中
、
以
父
任
召
隨
軍
。
始
爲
白
衣
時
、
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金
樓
子
訳
注
（
七
）（
興
膳
）

年
十
七
八
、
在
鄴
下
名
爲
清
白
、
識
別
人
物
、
海
内
翕
然
、
莫
不
注
意
。

後
隨
軍
在
許
昌
、
聲
稱
日
隆
。
其
父
不
願
其
然
、
遂
令
閉
門
、
敕
使
斷
客
。

云
云
」。
李
豐
に
高
い
世
評
が
あ
っ
た
こ
と
は
、『
世
説
新
語
』
容
止
篇
に

も
、「
時
人
目
夏
侯
太
初
朗
朗
如
日
月
之
入
懷
、
李
安
國
頽
唐
如
玉
山
之

將
崩
」
と
見
え
る
。

⑥　

果
見
誅
夷　

魏
書
夏
侯
玄
傳
に
、「
於
是
豐
・（
夏
侯
）
玄
・（
張
）

緝
・（
樂
）
敦
・（
劉
）
賢
等
皆
夷
三
族
、
其
餘
親
属
徙
楽
浪
郡
」。

⑦　

相
國
掾
魏
諷
有
盛
名
云
云　

魏
諷
（
？
〜
二
一
九
）、
字
は
子
京
。
沛

國
（
安
徽
省
）
の
人
。
若
く
し
て
才
智
を
稱
さ
れ
、
魏
の
相
國
鍾
繇
に
辟

さ
れ
て
掾
と
な
っ
た
。
の
ち
秘
か
に
徒
党
を
組
ん
で
叛
乱
を
企
て
、
曹
丕

に
誅
殺
さ
れ
た
。『
太
平
御
覧
』
四
一
〇
人
事
部
絶
交
に
引
く
徐
廣
『
晋

記
』
に
い
う
。「
相
國
掾
魏
諷
有
盛
名

0

0

0

0

0

0

0

0

、
同
郡
任
覧
與
諷

0

0

0

0

0

0

友
善0

。
鄭
袤
謂

0

0

0

覧
曰
、『
諷
姦
雄

0

0

0

、
必
以
禍
終

0

0

0

0

、
子
宜
絶
之

0

0

0

0

』。
後
諷
果
敗

0

0

0

」。『
晋
書
』
四

四
鄭
袤
傳
の
記
事
は
こ
れ
に
も
と
づ
く
か
。「
時
濟
陰
魏
諷
爲
相
國
掾
、

名
重
當
世
、
袤
同
郡
任
覧
與
結
交
。
袤
以
諷
姦
雄
、
終
必
爲
禍
、
勸
覧
遠

之
。
及
諷
敗
、
論
者
稱
焉
」。

⑧　

任
覧　

任
峻
の
子
。
河
南
中
牟
（
河
南
省
）
の
人
。
父
の
死
後
、
關
内

侯
を
嗣
い
だ
。
傳
未
詳
。

⑨　

鄭
袤　

鄭
袤
（
一
八
九
〜
二
七
三
）、
字
は
林
叔
。
滎
陽
開
封
（
河
南

省
）
の
人
。
魏
に
仕
え
て
光
祿
勲
と
な
り
、
晋
に
入
っ
て
司
空
に
任
ぜ
ら

れ
た
が
、
辞
退
し
た
。『
晋
書
』
四
四
に
傳
が
あ
る
。

⑩　

王
仲
囘
加
子
以
檟
楚　

王
仲
回
は
、
王
丹
（
生
卒
未
詳
）。
仲
回
は
字
。

京
兆
下
邽
（
陝
西
省
）
の
人
。
後
漢
初
期
に
太
子
太
傅
と
な
っ
た
。『
後

漢
書
』
二
七
に
傳
が
あ
る
。
本
傳
に
、「
丹
子
有
同
門
生
喪
親
、
家
在
中

山
、
白
丹
欲
往
奔
慰
。
結
侶
將
行
、
丹
怒
而
撻
之
、
令
寄
縑
以
祠
焉
。
或

問
其
故
、
丹
曰
、『
交
道
之
難
、
未
易
言
也
。
世
稱
管
・
鮑
、
次
則
王
・

貢
。
張
・
陳
凶
其
終
、
蕭
・
朱
隙
其
末
、
故
知
全
之
者
鮮
矣
』。
時
人
服

其
言
」。

⑪　

朱
公
叔
寄
言
以
絶
交　

朱
公
叔
は
、
朱
穆
（
九
九
〜
一
六
三
）。
公
叔

は
字
。
南
陽
宛
（
河
南
省
）
の
人
。
官
位
は
冀
州
刺
史
か
ら
尚
書
に
至
っ

た
。『
後
漢
書
』
四
三
に
傳
が
あ
る
。
本
傳
に
、「
常
感
時
澆
薄
、
慕
尚
敦

篤
、
乃
作
『
崇
厚
論
』。（
中
略
）
穆
又
著
『
絶
交
論
』、
亦
矯
時
之
作
」。

「
絶
交
論
」
は
、『
後
漢
書
』
の
李
賢
注
に
そ
の
あ
ら
ま
し
が
紹
介
さ
れ

て
い
る
。

　

⑩
⑪
の
二
句
は
、
直
接
的
に
は
『
文
選
』
五
五
劉
孝
標
の
「
廣
絶
交

論
」
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。「
故
王
丹
威
子
以
檟
楚
、
朱
穆
昌
言

而
示
絶
、
有
旨
哉
、
有
旨
哉
」。
李
善
注
に
い
う
。「
有
梁
之
初
、
淳
風
已

喪
、
俗
多
馳
競
、
人
尚
浮
華
、
故
叙
叔
世
之
交
情
、
刺
當
時
之
輕
薄
。
朱

生
示
絶
、
良
會
其
宜
、
重
言
之
者
、
歎
美
之
至
」。
因
み
に
「
廣
絶
交

論
」
は
、
朱
穆
「
絶
交
論
」
の
趣
旨
を
敷
衍
し
て
更
に
詳
細
な
論
を
立
て

た
も
の
。

（
こ
の
譯
注
の
作
成
に
當
っ
て
は
、
青
山
剛
一
郎
・
尾
崎
勤
・
鈴
木
達
明
・

津
守
陽
・
李
麗
花
の
諸
氏
に
よ
る
草
稿
を
参
照
し
た
。
記
し
て
謝
意
を
表

す
る
）


